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•分
析
視
点
 

'

ニ

資

本
=

賃
労
働
関
係
と
土
地
所
有...........................

A

土

地

所

有

の

資

本

へ

の

従

属

形

態
* 

B 

土
地
所
有
の
自
立
的
形
態
.
. 

.

.

.

三
.

問
題
の
：展
望.
 

,
.

.

. 

.

一
序

I

分
，
視
成'

.

C -

周
知
の
ご
と
く
, ',

マ
ル
ク
ス
の「

経
済
学
批
判」

(

一
八
：五
九
年
六
月)

ぺ
の「

序
言」

は
、つ
ぎ
の
.ょ
ぅ
な
文
章
を
も
っ
て
は
じ
め
ら
れ
て
い

‘ 

る
。

* .̂

は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
経
済
の
体
制
を
っ
ぎ
の
順
序
で
、
す
な.

わ
ち
、
賢4

、

± '
:

i
l
i# '

、
« '

}

i

、
そ
れ
か
ら

0 '
4

、
ル

0 '
^

^ '
m -

^

m '
# ' 

の
順
序
で
考
察
す
る
。
は
じ
め
の
三
項
目
で
は
、
私
は
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
が
わ
か
れ
て
い

.

る
兰
大
階
級
の
経
済
的
生
活
条
件
を
研
究
す
る

. 

他
の
三
項
目
の
関
速
は
お
の
ず
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
資
本.

を
論
ず
る.

第
ー
；部
第
ー
篇
は

.

つ
ぎ
の
諸
章
、
す
な
わ
ち
、

(

- :

商
品
、

(

ニ)

貨 

幣
あ
る
い

'
は
簡
単
な
流
通
、.

§

)

，資
本
一
般
、
か.

ら

な

る

。

は
じ
，め

：の

u

章
が
本
分
冊
の
内
容
を
な
し
て
い
る
。」

こ.

の
構
想
に
つ

'
い
て
は
、
す 

.「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理.

.

.

■

一
.
.
.(

九
九
ー.
5



で
に 

一
A
五
A
年
一
一
月
ニ4

1

日
付
の
：ラ
：ッ 

T

 

Briefe、f

 :„Das 

I

E

.

, 

b
e
s
l

 v
o
m

 M
a
r
x
-
l
e
l
s
-
L
I
-
s
t
l
-
I
n
s
t
l

 

I

 ZK

 ,
d
e
r
_
.

 Berlin, 

I

.
 

S, 

8
1,

邦

訳「

資
本
論
に
関
す
る
手
紙」

岡
崎
一
一
：郎
訳
、
上
巻
. 

七

七

七

頁

。

)

■，さ
ら
に
、
そ
れ
は
ド
同
年
四
月
v

f付
エ：，.

ン
ゲ
.ル
，ス
宛
書
簡
に
お
；い
$

(

I
.
, 

S3, 37 e
.

邦
訳
同
土
.
.八
.賽
以

下

。)

，
一
方
、
こ
の
.「

経
済
学
批
判J'

の
序
説
と
し
て
.一
八
五
七
年
八
I
九
月
に
書
か
れ
た「

ノ
. 

I 

h
M
U 

に
含
ま
れ
て
.い
る
篇
別
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
德
'た
。
す
.な
わ
ち 

'
.

「

篇
別
，は
あ
き
ら
か
に
つ
ぎ
の
.よ
う
.に
な
さ
る
.ベ
き
で
あ
る
。
H

受 

的

•

抽

象

的

諸

蹇

、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
多
か
れ
少
な
か
れ
す
ベ
て
の
社
会
諸
形
態
に
通
じ
る
が
，
そ
れ
も
上
に
説
明
し
た
意
味
に
お
い
て 

で
あ
'^
。
2)
フ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
の
内
的
組
成
を
な
し
、
基
本
的
諸
階
級
が
立
脚
す
る
麗
疇
。
資
本
、
賃
労
働
、
土
地
所
截
。
そ
の
相
互
関
系
。
 

都
市
と
農
村
。
三
大
社
会
階
級
。
こ
れ
ら
の
間
の
.交
換
。
流
通
。(

私
的)

信
用
制
度
。
3)
国
家
の
形
態
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
の
総
括
。
そ
れ
自 

体
に
対
す
る
関
係
で
の
考
察
。
'.
:「

不
生
産
的」

諸
階
級
。
租
税
。
公
債
。
公
信
用
。
人
口
。
植
民
地
。
移
住
。
' 幻
生
産
の
国
際
的
関
係
。
国
際
的 

么

業

国

際

的

交

換

.
輸
出
入
°
為
替
相
場
。
5)
世
界
市
場
と
恐
慌
。」

(K. Marx; 

Grundrisse der Kritik der politischen 6konomie. 

(Roh- 

e
n
l
f
)

 

100
5
T
100
5
S
, 

I

I

,

.
1

00
5
0

—

100
5
9
. 

Berlin, 
1953. 

SS. 2
1
9
.

邦
訳「

経
済
学
批
判
要
綱」

高
木
幸
一
一
郎
監
訳
、
第
一
分
冊
•
三
〇
頁
。)

そ

し

て

一
八
五
七
年
一
一
月
ご
ろ
に
は
、
貨
幣
に
関
す
る
章
の
主
要
部
分
を
仕
上
げ
た
の
ち
、
資
本
に
関
す
る
章
で
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
る
主 

要
対
象
に
う
つ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
資
本
に
関
す
る
細
目
が
考
察
さ
れ(

1
1)
資
本
の
一
般
的
概
念
。
2)
資
本
の
特
殊
性
。
 

す
な
わ
ち
流
動
資
本
固
定
資
本
。
幻
貨
幣
と
し
て
の
資
本
。
n

p資
本
の
量
。
.蓄
積
。
幻
そ
れ
自
身
で
測
ら
れ
た
資
本v

利
潤
。
.利
子
。
資
本
の
価
値
。
す
な 

わ
ち
利
子
と
利
潤
と
し
て
そ
れ
自
身
か
ら
区
別
さ
れ
た
資
本
。
3)
諸
資
本
の
流
通
。
冚
信
用
と
し
て
の
資
本
。
汉
株
式
資
本
と
し
て
の
資
本
。
V
金
融
市
場
と
し 

て
の
資
本
。
2

©の
.源
泉
と
し
て
の
資
本
。
資
本
家)

、
そ
れ
に
.つ
づ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、r

資
本
の
の
.ち
に
つ
づ 

い
て
土
地
所
有
.を
取
扱
.う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
の
ち
£
«,
労
働
。
.レ
の
.三
つ
.が
す
べ
て
前
提
さ
れ
て
の
ち
、
い
ま
や
そ
の
内
的
総

本

性

に

b 

し
て
規
定
さ
れ
た
流
通
と
し
て
の
諸
4

^
}1
'

%
他
方
で
は
、
.生
産
が
そ
の
三

つ
の
基
本
諸
形
態
と
流
通
の
諸
前
提
の
か
た
ち
で
措
定
さ
れ

た
も
の
と
し
て
の
、
三
つ
の
階
級
。
次
に
は
、
讓

。
震

と

ブ

ル
ジ
ョ
ァ

社
会
。I

租
税
、
ま
た
は
不
生
産
的
講
級
の

存
在
。—

公
債
。
 

丨

人

口 

^

~

外
位
に
む
か
っ
て
の
国
家
す
な
わ
ち
植
民
地
。
外
国
貿
易
。
為

羃

場
0I
I

際
的
鋳
貨
と
し
て
の
貨
幣
。
丨

最
後
に
、
此
界 

市
場
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
社
会
が
国
家
を
の
り
こ
え
て
そ
と
に
で
る
こ
と
。
恐
慌
。
交
換
価
値
に
立
脚
す
る
生
産
様
式
と
社
会

形
態
の

解
本

。

個

人

的

 

露
の
社
会
的
労
働
と
し
て
の
現
実
的
獲
、
.
お
ょ
び
そ
の
逆
。)」

雷

，s.. 

1
7
5
,

邦
訳
同
上
第
二
分
冊
丄
八
五
頁
。

)

そ
れ
に
つ
づ
い
て
、
資
本 

と
賃
労
便
と
の
交
換
の
諸
前
提
お
ょ
び
諸
条
件
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
の
ち
、
資
本
の
.細
目
に
つ
い
て
の

篇
別
を
、
一
般

性

•
特

殊

性

•

個
別
生 

と
レ
う
視
点
か
ら
、
苒
構
成
し
て
V

。

(ibid., 

S
S
.

1
00
-
6

—

100
7
.邦
訳
同
上
第
二
分
冊
.
一
九
七
頁
。)

■

 

'

.

で
ぁ
る
。

f

_

し
か
し
な
が
ら
、
.
一
八
五
八
年
三
月
一
一
日
ラ
ッ
T

ル
宛
壽
に
.
.
.

「

第一 .

分

冊

は

ど

う

し

.
て

も

一

つ

の

相

対

的

全
体
に
な
ら

ざ

る

を

え

な

い

 

た

ろ

う

：
•
：

•そ
れ
は
つ
ぎ
の
も
の
を
含
む
。
1
価
値
、C

貨
幣
、.C

O

資
本
一
般
R

a

l
 

i
m

f
)

(

資
本
の
生
産
續
、
資
本
の
流
通
過

ま
u

 

m

: l
日
付
ェ
ン

ゲ

、
ル

ス

宛

書

簡

に

：

「

I
。
資
本
は
四
っ
.
.の

章

に

分

れ

る

。
.
^

資
本
一
.般

f

 

s
 

!
a

l
)
。 

(

こ
れ
力
第
一
分
冊
の
素
I

.)

。
，

競
# '
、
.ま
た
は
多
数
資
本
の
相
互
に
対
す
る
行
動
。：，め

：#

ル
、
こ
こ
で
は
資
本
が
個
々
.の
諸
資
本
に

「

資
本
論」

に
お
け
I

I

鐘
 

三

.
妻

)



書
，か
れ
た
あ
と
、：
一.
八
五
九
年
一
月
ー
兰
日
頃
と
さ
れ
る
：.エ
ン
ゲ
.ル
ス
.宛
書
簡
で
は「

原
稿
は
約
ー
ー
&

^

^
 

(

三
分
冊)

，だ
。
そ
し
て
^

_
お
ど
ろ
く
な
か
れ-

-『

資
本
一
般』

(Das Kapitalim allgemeinen).

と
.い
う
そ
の
表
題
.に
も
か
が
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
分
冊
は
資
本
に
つ
い

.て
は
な
：に
も
含
ま
ず
、
た
だ
ニ
つ
の
章
、
1
、
商
品
、
'
2、
.貨
幣
ま
た
は
単
純
な
流
通
を
含
む
だ
け
だ」

(
m
,

 S.94.

邦
訳
同
上
•
九
四
頁)

と
し 

る
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

-.
経
済
学
批
判」

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
.く
過
程
、
そ
の
な
か
で
の
対
象
の
規
定
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

*

こ
の
た
め
に「
ノ
ー
ト
M
J 

.
の
末
尾
に
書
か
れ
た「

七
冊
の
ノ
ー
ト(

第
一
部)

.ベ
の
索
引
'■

〔

第
一
案〕

•
■〔

第
二
案〕

」

が
つ
く
ら
れ
る
.こ
と
に
な
る
，

と
.こ
ろ
.で
、
そ
の
続
篇
に
つ
い
て
は
、

一
八
六
.ニ
年
一
二
月
二
八
日
付
の
ク
ー
.ゲ
ル
マ
ン
宛
書
簡
にr

お
手
紙
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
や
あ
な
だ 

の
友
人
達
が
私
の『

経
済
学
批
判』
に
あ
た
た
か
い
関
心
を
よ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
第
二
部
は
い
ま 

や
っ
と
、

つ
ま
り
印
刷
の
た
め
の
清
書
と
最
後
の
仕
上
げ
に
：か
か
る
と
こ
ろ
ま
で
、
' こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
約
三
〇
叫
露
纪
似
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

こ
れ
は
第
一
分
冊
.の
つ
.づ
き
で
す
が
、

『

資
本』

(Das Kapital).

と
い
う
表
題
で
独
立
に
出
ま
す
、
そ

し

て『

経
済
学
批
判』

(zur Kritik der 

politischen

o:konomie)

は
副
題
と
し
て
だ
け
つ
け
ま
す
。
そ
れ
ば
第
一
篇
の
第
三
章
を
構
成
.す
べ
き
で
あ
づ
た
も
の
、
す
な
わ
ち

『

罾

本
一
般

』

 

を
含
む
だ
け
で
す
。
し
た
が
っ
.て
諸
資
本
の
，競
争
や
信
用
制
度
は
そ
れ
に
は
含
.ま
れ
ま
せ
ん」

.(ibid., S
.
1
1
3
.

邦
訳
同
上• 

ニ

九—

一
二
〇
頁) 

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
経
済
学
研
究
の
進
展
は
、
そ
の
研
究
の
成
果
を
、

「

経
済
学
批
判」

と
い
う
表
題
で
出
版
さ
れ
た 

'一

1

つ
の
章
の
続
篇
と
し
て
で
は
な
く
、「

資
本
論」

と
い
う
、
独
立
の
著
作
と
し
て
出
版
さ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
い
だ
か
せ
る
に
.い
た
っ
た 

の
で
あ
る
。
 

• 

'

*

「

剰
余
価
値
学
説
史」

第
一
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る 

'

「
『

資
本
論』

第
一
部
.
'およ
び
第
三
部
の
草
案」

‘.

(K. Marx; 

Theorien .iiber 

den 

Mehrwert 

〈vierter Band des ,,Kapitals">,1
.
TeiL Institut fiir Marxismus-Leninismus beim Z

K

 der SED,. werlin,:1956. 

SS. 374 
均
.

)

参
照
。
 

こ
の
草
案
は
一
八
六
三
年
一
月
に
書
か
れ
た
。
ま
た
、

一
八
六
五
年
七
月
三
一
日
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
書
簡
.

「

理
論
的
な
部
分(

初
め
の
三
冊)

を
完
成
す
る
た
め 

に
は
、
ま
だ
三
つ
の
章
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
第
四
冊
、
歴
.史
的
.'
.文
献
的
な
部
分
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い」

8
エ
^
6
, S.127 .

前
掲
邦 

訳
上
巻
•一

四
頁)

、
な
ら
び
に
一
八
六
六
年 
一0

月

一

三

日

ク

ー

ゲ

ル

マ

ン

宛

書

簡

0
げ
^
こ

g, 

0
.

邦
訳
同
上
*
一
 

.四
五
丨
ー
四
六
頁)

を
参
照
。

じ

.
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
過
程
の
.な
か
で
、
土
地
所
有
は
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
い
.る
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
、
土
地
所
有
、
賃 

労
働
国
家
、外
国
貿
易
、

11
]
:界
市
場
と
い
う
構
成
の
う
ち
、「

資
本」

.に

.関
し
て
‘は
、
最
初
に
は
：「

資
本
一
般」

に
つ
い
'て
の
篇
別
と
し
て
し 

か
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
本
の
生
産
過
程
、
資
本
の
流
通
過
程
、
お
よ
び
両
者
の
統 
一■と
い
う
三
部
構
成
の
決
定
的
意
義
が
あ
き
ら
か
と
な 

る
に
つ
れ
て
、「

資
本
一
般」

の
問
題
に
は
属
し
て
い
な
か
っ
た
.、
た
と
え
ば
諸
資
本
間
の
競
争
、
信
甩
等
が
、
あ
る
い
は
ま
た
！
^
が
、

そ
の 

な
か
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
.よ
う
に
な
ら
て
い
る
。：

そ
し
て
、「

資
本」

の
の
.ち
に
.つ
づ
.い
て
V「

土
地
所
有」

、
そ
の
の
ち
に「

賃
労
働」

が
考
察
令 

れ
る
と
は
い
っ
て
も
、
.な
お
、
資
本
は
、
' 本
来
、
賃
労
働
な
く
し
て
は
成
立
し
.え
.な
い
概
念
.で
あ
り
.、
土
地
所
有
は
そQ.

よ
う
な
点
で
は
、
資
本 

に
対
す
る
関
係
'に
お
い
.て
、
賃
労
働
と
は
本
質
的
に
：異
な
る
と
は
い
え
、
.近
代
社
会
に
.お
け
る
甚
本
的
階
級
が
立
脚
す
る
範
疇
に
'ほ
が
な
ら
も
、
 

資
本
の
運
動
は
，.
-.
'こ
の
資
本
• 
土
地
所
有

•
賃
労
働
の
三
つ
.の
前
提
の
も
と
で
分
析
さ
れ
理
解
さ
れ
ざ
る
を
え
な
：い
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

*

「

近
代
社
会
の
骨
組
み
を
な
す
三
つ
の
階
級—

賃

労

響

、
議
資
本
家
、
土
地
所
有
者」

。
0
 

M
a
r
x

 ; 

Das 

Kapital, 

b
e
l
t

 

v
o
m

 

M
-
E
-
L

 

Institut, Bd. 3. 

S. 

667.)

.

「

労
賃
、
，利
潤
、
お
よ
び
地
代
を
各
自
の
所
得
源
泉
.と
す
る
.と
こ
ろ
の
、'
単
な
る
労
働
.力
の
所
有
者
、
資
本
の
所
有
者
お
，よ
び 

■
 

土
地
所
有
者…

…

は
近
代
社
会
、
す
な
わ
ち
資
本
制
生
産
様
式
に
立
脚
す
る
社
会
の
三
大
階
級
を
な
す
。」

(ibid., 

s. 

941.)

「

資
本
の
の
ち
に
.つ
づ
い
て
土
地
所
有
、
そ
‘の
め
ち
に
賃
労
働」

と
い
う
点
に
関
し
て
'は

、

前

掲

一

'
八

五

八

年

四
月
一
一
日
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
宛
書 

筒
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
.

の
..

ベ
ら
れ
て
い
る
。「

資
本
か
ら
土
地
所
有
へ
，の
移
行
は
同
時
に
歴
史
的
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

土
地
所
有
の
近
代
的
形 

態
は
封
建
的
等
々
.の
土
地
所
有
へ
.の
資
本
の
作
用
の
産
物
で
あ
る
.
.か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
.賃
労
働
へ
の
土
地
所
有
の
移
行
も
弁
証
法
的
で
あ
る
f 

か
り
で
な
く
、
歴
史
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
近
代
的
土
地
所
有
の
最
後
の
産
物
.は
賃
労
働
の
一
般
的
措
定
で
あ
り
、

つ
い
で
賃
労
働
は
全
本 

の
兹
礎
^
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」

9
ユ
0>
6
,
8
. 

8
8
.

前
掲
邦
訳
上
巻
.
八
五
丨
八
六
頁
。)

.

.そ
し
て
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
資
本
一
般 

に
関
す
る
篇
の
.全
体
を
通
じ
て「

労
賃
は
つ
ね
に
そ
の
最
低
限
に
等
し
い
も
の
と
前
提
さ
れ
る
。
霊
そ
の
も
の
の
運
動
お
よ
び
最
低
限
の
低
下 

ま
た
は
上
昇
は
賃
労
働
の
考
察
に
厲
す
る」

：

と
さ
れ
、
，さ
ら
に
、「

土
地
所
有
：

=

零
と
お
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

#
殊
な
経
済
的
関
係
と
し
て
の 

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

五
.(

九
九
七)



六

：(

九
九
八)

土
地
所
有
は
こ
こ
で
は
ま
だ
問
題
に
な
ら
な
い
、」

.言

，S. 88’

邦
訳
同
上
.八
六
頁
、)

し
：た
が
っ
て
、
.-
'
地
代
は
と
こ
で
.は
考
察
の
外
に
お
か
れ

て
い
た
：の
で
あ
る
：
？

：

:
.
;
'
'
1 

.

■

:

.

,
歴
史
^
に

は

土 

L所

有

：
^
資

本

に

先

行

し

て

あ

ら

わ

れ

^
の」

で
あ」

っ
て
、
資
本
制
社
会
，に
先
行
す
る
諸
体
制
に
お
い
.て
は
、
資
本
で
は
な
く

土
地
所
有
が
そ
の
瑰
実
的
基
礎
と
な
っ
て
.い
る
。
し
，'か
し
、
近
代
的
土
地
所
有
は
資
本
'の
前
提
な
、し
に
ば
理
解
し
え
.な
い
。
.土
地
所
有
の
、
そ—

以
前
の
歴
史
的
崖
は
、
資
本
に
よ
っ'
 
て
、
土
地
へ
の
* '
-

^
下
の
前
提
と
し
て
、
資
本
自
体
に
適
合
し
た
形
態
に
転
換
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に

、
よ

づ

て

、.近

代

的

形

態

を

う

け

と

る

。
そ

こ

，
に

お

’い
て
主
導
的
•
能
動
的
役
割
を
演
ず
る
も
の
は
''
正
に
、
資
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
意
味

で
、「

土
地
所
有
は
資
本
の
産
物
1-
.■で
.あ
：る
。
.;
.

(Grundrisse 
W

前
掲
邦
訳
第
一一

分
冊V

1
.九
八
頁
。

)

.し

.か
も
：、
土
地
所
有
は
資
本
に
従
萬
し
、

•

包
摂
さ
れ
る
と
同
時
に
、.自
立
し
独
立
し
た
土
地
所
有
と
し
.て
資
本
に
対
立
す
る
？
す
な
わ
ち「

土
地
所
有
は
、
資
本
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
ヒ

地
所
有
と
、
資
本
に
対
し
て
独
自
的
.に
自
己
自
身
を
措
定
す
る
土
地
所
有
と
の
.、
ニ
.重
の
土
地
所
有
と
し
て
成
立
す
る
。
す

で

に

-~
|経
済
学
批
判

要
綱」

は
こ
の
点
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
.い
.
.る
。「

だ
が
資
本
は
、
自
分
自
身
を
生
産
す
る
も

の

(

素
材
的
に
は
産
業
等
を
通
じ
て
価
格
を
。

設

定

し

.生
産
力
を
発
展
さ
せ
な
が
ら)

.と
し
て
の
.み
な
ら
ず
、
.同
時
文
諸
価
値
の
.創
造
者
と
し
て
、
資
本
か
ら
格
別
に
区
別
さ
れ
た
価
値
あ
る
い
は

富Q

形
態
を
措
定
せ
ざ
る
を
^
!な
い
。：
こ
れ
は
！
^
で

倉

。
そ
れ
は
資
本
自
体
か
ら
、，
資
本
固
有
の
生
産
か
ら
区
別
さ
れ
た
価
値
と
し
て
、
資

本
の
唯
一
の
価
値
創
造
で
あ
る
。
..そ
の
本
性
か
ら
も
、
ま
た
歴
史
的
に
も
、
' 資
本
は
近
代
的
土
地
所
有
、
地
代
の
歡
秦
で
あ
る
。」(

G

i

f

W
. 

前
掲
邦
訳
第
二
分
冊
，
一
九
七
頁
。)

そ
し
て
、「〔

資
本
は〕

土
地
所
有
を
自
己
の
対
立
物
と
し
て
も
、
ま
た
自
己
の
条
件
と
し
て
も
措
定
す 

る
。」(ibid., S

.

100
9
.邦
訳
同
上
二
一 
〇
〇
頁
。

)

資
本
が
近
代
的
土
地
所
有
を
創
造
す
る
過
程
は
ま
た
、
資
本
を
し
て
資
本
た
ら
し
め
る
賃
労
働
を
創
出
す
る
過
程
で
も
あ

る

。

土

地

所

有

^

ら 

賃
労
偎
へ
の
移
行
は
す
で
に「

土
地
所
有
は
資
本
の
産
物
で
あ
る」

と
い
う
こ
と
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
^
て
、
馨
働
の
創
出
は
土
地 

所
有
を
そ
の
媒
介
項
と
し
て
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

H
i 

.

.

、.

—

ド 

.. 

.

.
I

.

.

.

.

..

.

.

.

.
-
-

-

-
-

-

-

-

-lt_
_
_
___
_

_

_

_

_

_
_
_

__ 

—

 

._

資
本
は
土
地
所
有
：に
先
立
っ
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
は
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。(
そ
し
て
、「

そ
の
の
ち
に
賃 

労
働」

と
い
う
意
味
も
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。)

「

地
代
は
資
本
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
が
、
資
本
は
地
代
が
な
く
て
も
充
分 

理
解
で
き
る」

(

&
d
.
, 

S. 

2
7
.
.

邦
訳
同
上
第一

分
冊
•
ニ
九
頁
。

)

.
し
か
も
な
お
、
土
地
所
有
が
資
本
に
よ
っ
て
二
重
の
形
態
、.す
な
わ
ち
、
土
地
所 

有
の
資
本
へ
の
従
属
形
態
と
土
地
所
乾
の
自
立
的
形
態
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
た
資
本
に
よ
る
近
代
的
土
地
所
有
の
創 

造
が
同
時
に
資
労
働
を
創
出
す
る
と
い
う
.一2

の
契
機
を
含
む
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
資
本
の
分
析
は
土
地
所
有
の
分
析
を
当
然
に
そ
の
課
踅 

と
し
て
含
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
，て
-*「〔

土
地
所
有
の〕

考
察
な
：く
し
て
は
、
資
本
の
分
析
は
完
全
で
は
な
い
で
あ
ろ
う」

8

g
 

i

p
 

B
d

 

3
'
s
;

 

6
6
3
)

と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
資
本
、
土
地
所
有
、
賃
労
働
.の

三

範

疇

の

以

上

の

，
よ

う

な

ニ

.重

.の
関
係
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た 

の
は
い
f

ま
で
も
な
い
。

■ 

.

. 

/ 

. 

- 

/ 

'
.

こ
'の
よ
う
な
視
点
か
ら
.、
.土
地
所
有
が
資
本
め
分
析
の
う
ち
に
奮
づ
け
ら
れ
、
正
当
な
対
象
領
域
を
主
張
す
る
に
い
た
る
劃
期
は
、

一
八
六 

一
ー
年
广
月
の
地
代
論
の
完
敗
に
、
，リ
ヵ
'丨
ド
地
代
論
'の
.批
判
と
絶
対
地
代
の
理
論
の
発
見
に
、
.も
と
め
る
こ
..と
が
で
き』

。
こ
こ
で
は
、
地
代
よ 

乗
余
彼
値
の
.ー.分

肢

と

し

て

_あ
^:
わ
れ
、
：
な
ん
^
価
値
法
測
を
侵
害
す
る
こ
と
は
な
く
し
て
理
解
で
き
る
、.
と
同
時
に
、
土
地

/

5̂

本
投
下
尤 

地
代
支
払
を
前
提
と
し
て
の
み
可
能
と
さ
れ
る
の
'で
あ
る
。
し
.か
.も
;.
'

土

地

所

有

は
.>
こ
こ
で
は

、
以
上
の
よ
う
な
分
析
視
点
の
も
と
で
の
み
、
 

考
察
の
.対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
.て
"
そ
こ
：に
ま
た
、，.「

賢
本
の
.分
析
1
に
'お
げ
■る
土
地
所
'有
の
、
对
象
と
し
て
の
限
界
が
.も
う
け
ら
れ
る
こ
と 

と
众
る
。：
.

* 

I

八
六
ニ
.年
六
月
.一
八
日
付
ェ
ン
ゲ
ル
ス
宛
書
简「…

…

つ
い
で
.に
い
え
ば
、
い
ま
つ
い
.に
地
代
論
に
決
着
を
つ
け
た
.。
.：
：
.私
は
以
前
か
ら
リ
ヵ—

ド
地 

代
論
の
妥
当
性
に
疑
念
を
い
だ
い
て
，
い
た
が
、

•
つ
い
_

の
.欺

蜃

を

発

見

し

た
.。J
'
.
w
r
i
e
^
^
^
 ̂

s
'
. 

1
0
5
,

前
掲
邦
訳
上.巻

.

1
0九
頁
.。

)

お
よ
び
同
年
八
月 

二
日
；

3P

エ
ゾ
ゲ

ル

ス

宛

書

简

。
，■こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
；は

、
'単
.な
；る
^
産
価
格
論
.の
例
解
で
ば
.■な

く
、
ま
た
単
な
る
也
代
論
の
解
説
で
は
な
く
、
独
自 

な

豊

的

形

態

と

し

て

の

土

地

所

有

の

把

痗

で

务

る

：。
：
.ま
た

S

八
月
五
日
付
エI

.ル
ス
宛
書
筒
へr.…

：
私
が
通
論
的
i

明 

.

.は
、
価
値
法
則
を
侵
害
す
る
V
Jと
な
く
し
て
，
絶
対
地
代
の
可
^'i

と
い
う
：こ
：と
だ
'。'こ
れ
が.フ
.：ィ
ジ
：
才
ク
“フ
：
ッ
ト
以
来
今
日
'に
い
た
る■ま
で
.の
論
争
が
.展
開 

「

資
本
論

」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理

 

/ご

べ
t

i



. 

八

.

(

一
〇
〇
〇
>

し
た
論
点
な
の
.だ
。
y
f
.ド
は
こ
の
可
能
性
を
.否
定
す
る
。
私
は
，そ
れ
を
主
張
ず
る

。

同
時
に
私
は
、
そ
の
否
定
が
、
理
論
的
に
誤
ま
ら
，た
、
A 
..ス
ミ
ス 

.
か
ら
伝
.え
ら
れ
た
ド
グ
マ——

商
品
の
費
用
価
格
と
価
値
と
の
.想
定
さ
.れ
た
同
.一
性
I

I

と
づ
く
も
の
と
主
.張
す
る
，
：
さ
ら
.に
リ
ヵ
ー
ド
太
問
題
を
例
解 

す
る
に
当
っ
て
、
資
本
家
的
生
産
が
.存
在
し
..な
い
か
、‘.あ
る
い
は
：ま
た
土
地
所
有
が
バ(

事
実
上
玄
.た
は
法
律
土)

存
在
し
な
い
状
^
|
を
つ
ね
に
俞
提
と
し
て
い 

る
•と

〔
主
張
す
る
.。〕

し
が
し
、
問
題
は
か
か
.'る
辦
態
が
存
在
す
る
場
合
の
法
則
を
研
究
ず
る
こ
と
な
の
.だ
。」

、(

icr
i
^
s.

_

邦
訳
司
上
•

 

一
 

I

'
.■七

頁
 

0

)

'

 

い

.

r

:

.

 

'

=

:

 

ノ

*
*■ 
_

わ
れ
わ
れ
に
と
0
て
は
.
.近
代
が
土
地
所
有
形
態
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
.-
こ
の
考
慮
な
く
し
て
は
、
資
本
の
分
析
は
完
全
で
丈
な
、，で
あ
ろ
う
。」

e
a
s Kapital, Bd. 3. 

s. 
663.) 

'

「

土

.
^
所
有
を
そ
の
種
'
々
な
る
歴
史
的
諸
形
態
に
お
い

’て
分
析
す
る
こ
と
は
、
こ
の
著
述
の
限
界
外
に
横
た
わ
る
'。
わ
れ
わ
れ
が
問
題
と
す
る
の
太
、
資
本
こ 

:
よ
..

っ
，て
.生
み

，
出

さ

れ

.為

論

値

の

；

5

分
が
.土
.地
所
有
者
に
帰
す
る
亦

 ̂

.
 (ibid., S. 

662

し

「

土
池
所
有
の
体
系
；

T

 

九
艰
扱
は

'^
れ
わ
れ
の
計
画
の
範
囲
外
に
横
た
わ
.る
。

」

'(ibid., S
.

1

.

0「

資
本
制
生
産
様
式
そ
の
も
の
が
実
存
す
る
こ
と
な
し
に
、
す
な
わ
ち
昔
也
人 

自
身
が
産
業
資
本
家
た
る
こ
と
I

、
換

言

す

れ

ば

、
、
か

れ

£

営
の
仕
方
が
資
本
家
的
な
仕
方
で
あ
る
こ
と
な
し
に
、
'地
代
|

資
本
制
生
産
様
1

照
応 

-

.
す
る
土
地
所
有
様
式
I

が
形
右
的
に
実
存
.し
て
い
，る
よ
う
，な
諸
関
係
、パ
そ
う
し
た
諸
関
係
の
：こ
と
は
，、
■わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
問

題

と

し

な

い
。
一「

わ

t

っ
れ 

は
ま
た
、
例
外
的
な
諸
関
係
、
含

わ

ち

、
そ
の
も
と
で
は
資
本
制
生
産
の
醫
に
お
い
て
さ
え
，も
土
地
所
有
が
高
い
借
地
9…

：
を
搾
り
と
る
よ
う
な
例
外 

的
な
諸
関
係
も
、
問
題
に
し
な
い
。

」
(ibid., S. 

674. 
S.675.).

.

以
上
に
お
い
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
対
象
は
資
本
の
視
点
か
ら
す
る
土
地
所
有
の
分
析
で
あ
っ
て
、
土
地
所
有一

般
の
い
わ
ば
即
自
的
. 

対
商
的
な
考
察
で
は
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
..か
*f
 
l
い
て
の
問
題
の
す
べ
.て
が
、
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
' た
と
え
ば
、

「

資
本 

論」

第
三
巻
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
序
文
に
お
け
る「

地
代
に
関
す
る
篇
は
は
る
か
に
完
全
に
仕
上
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
し
か
し
け
っ
し
て
秩
序
立
っ
て
J
い
：

w

 

力
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
^
は
す
で
に
、
マ
ル
ク
ス
が
第
.四

十

肇
(

原
稿
で
は
地
代
に
関
す
る
氟
の
最
後
'の
■部
分)

.で
こ
の
全
篇
の
プ
ラ
ン
を
简
単
に 

r
r
す
る
^
要
を
み
V
だ
し
て
レ
る 

'と
ぃ
ぅ
こ
.と
か
^
>ゎ
か
，る」

.と

.ぃ
ぅ
叙
述
.に
み
ら
れ
る
ご
-と
ノ
、
.で
ぁ
る
。(

ー_
 

g.g. 

g. 

7
7

パ)

，

ニ

資

本=

賃

労

働

関

傲

と
±'
.
-
地

所

有
 

A

土
地
所
有
の
資
本
へ
の
従
属
：形

態

イ

前
節
に
お
い
ヤ
の
べ
；た
と
こ
^
か
ら
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
'「

わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
る
土
地
^
有
形
態
は
、

そ
の
、

一
7®
の

格
别
な
雁
史
的
な
、
形
態
で
あ
.る
。
す
な
わ
^

封
建
的
土
地
_所
有
な
り
、
.生
業
と
^
て
営
ま
れ
る
小
農
的
農
業

-
こ
の
場
合
に
は
、
土
地
の

占

有(Besitz)，.

は
直
接
的
生
産
者
の
た
め
の

生
産
諸
条
件
の
ケ
り
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
か
れ
の
土
地
恥
祭
替
的
0
|
1
1
1

)

は
扣
か
か
生
産
様
式
の 

も

っ
と
も
有
利
な
条
件
と
し
て
、
繁
栄
の
条
伴
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
f

な
り
が
、
資
本
お
，よ
び
資
本
制
生
産
様
式
の
作
用
に
よ
っ
て
良
；
^
さ
れ 

た
形
態
で
あ
る
。」

，

(Das Kapital,. Bd. 3. 

s
「
662.)

資
本p

生
産
様
式
が
農
業
に
お
い
て
も
支
配
的
に
み
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
-
と
は
、
 

資
本
制
生
産
様
式
が
す
べ
て
の
部
面
を
支
配
し
、
諸
資
本
の
自
由
な
競
争
や
、
あ
る
生
産
部
面
か
ら
他
の
生
産
部
面
へ
の
諸
資
本
の
移
動
の
可
能 

性
、
し
た
が
っ
て
ま
た
平
均
利
潤
の
形
成
と
い
っ
た
諸
条
件
が
成
熟
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

.資
本
は
、
.商
業
資
本
と
し
て
拟
、
す
な
わ
ち
前
期
的
資
本
と
し
て
は
、
な
ん
ら
土
地
変
革
な
し
に
、
充
分
に
発
達
し
う
る
。
そ
の
存
在
の
た
め 

に

は

為
^ «

な
样
ロ
£
,
貨

. ^

^
视
以
外

-^
は
な
ん
ら
の
条
件
を
も
必
要
と
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
に
と

っ

て

無

縁

な

、

資

本

) ̂

ら
狃
立
し
た
鞀
会
的
生
産
形
態
，の
蓮
礎
の
う
え
で
発
展
す
る
.°「

歴
史
的
に
は
、
•資
本
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
な
に
よ
り
も
ま
ず
貨
幣
の
形
態
で
、

貨
幣
財
産
I

商
業
資
本
お
よ
び
高
利
貸
資
本
-

-
と
七
て
土
地
所
有
に
対
応
す
る
。」

(Das Kapital, B
d
.
1
.
s. 

153 .
)

前
期
的
資
本
は
商
業
の

た
め
の
生
産
、
交
換
衰
値
を
目
指
す
生
鹿
を
う
.な
が
し
つ
つ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
商

品

•
貨
幣
経
济
の
範
囲
を
大
に
し
、
多
様
化
し
、
普
遍
^

し
つ
つ
販
売
の
た
め
の
購
買
と
い
う
無
制
限
な
運
動

-
自
己
目
的
と
し
て
の
貨
幣
の
流
通

-
の
な
か
で
価
値
の
増
殖
を
実
現
し
つ
つ
、
富

の
絶
穷
6<
-
形
1;
た
る
貨
幣
の
，蓄
蔵
者
と
し
て
.
.自
分
自
身
を
形
成
し
て
い
く
.の
.で
あ
る
。.
か
.く
て
、
土
地
所
有
.か
ら
独
立
し
た
貨
幣
財
産
の
集
^
 

に
導
く
。.
.し
た
が
っ
て
、
前
期
的
資
本
は
、、.主
と
し
て
使
用
価
値
を
目
指
す
旧
来
の
生
産
諸
組
織
に
対
し
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
多
か
れ
少
な 

か
れ
，
解
体
的
な
作
用
を
お
よ
ぼ
す
が
、.「

ど
，の
程
度
ま
で
そ
：れ
が
旧
生
産
様
式
の
解
体
を
生
ぜ
じ
：め
る
か
は
、
.ま
ず
第
一
に
そ
の
生
産
様
式
の 

堅
固
さ
と
内
部
的
編
成
に
依
存
す
る」

こ
を
で
あ
り
：
ま

た

「

こ
の
解
体
過
程
が
ど
ん
な
結
果
を
生
ず
る
か
、
す
な
わ
ち
、
ど
ん
な
新
生
産
讓
戈 

が
旧
生
産
.様
式
の
.か
わ
り
に
あ
ら
わ
れ
る
か
は
、
商
業
に
で
は
.な
く
、
旧
生
産
様
式
そ
の
も
の
の
性
格
に
依
存
す
る」

こ
と
で
あ
る
。(

ist
f
 Bd.

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

L (

—*
0
0
1
}
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〇
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す
な
わ
ち
、
-:
-
-近
代
に
お
い
て
は
、
前
期
的
資
本
は
，

f

方
に
富
裕
者
層
、
他
方
に
貧
民
層
を
生
み
だ
し
.、

か
ベ
て
、
資
本
制
生
産
様 

式
の
た
め
の
前
提
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
、
旧
来
の
生
產
形
態
を
自
己
存
立
の
基
礎
と
す
る
か
ぎ
り
、
 

資
本
带
生
産=

=
産
業
資
本
の
形
成
‘
展
開
に
対
し
：て
阻
止
的
方
向
に
働
き
、
ま
'た
、
.蓄
積
し
た
貨
幣
を
土
地
購
入
'に
投
下
し
、
自
ら
土
地
所
有
者 

に
転
化
し
て
レ
く
こ
と
も
あ
，つ
た
の
で
あ
る
。
-
ぃ 

ぺ

*

「

高
f
に
よ
る
富
裕
な
土
地
所
有
者
の
滅
亡
、
な
ら
び
に
小
唐
者
の
収
取
と
V

こ
の
一
一
つ
の
も
の
は
、
大
貨
幣
資
本Q

形
成
お
よ
び
義
f

た
ら
す
。

」

こ
の
よ
5
參

期

的

資

本

■

す
る
対
抗
的
羃
は
、；
封

籠

土

地

所
有
お
よ
び
共
同
体
隱
係Q

解
体
、，
農
村
©
独

音

篇

晨

と

都

市
 

の
小
親
方
層
の
成
立
で
あ
る
？
そ
し
て
、
事
実
、「

高
利
と
裏

と

；に
よ
っ
て
形
成
.さ
れ
た
”

务
知
は
、
農
村
で
は
封
建
制
度
に
よ
り
、
都
市
で 

は
同
職
組
合
制
度
に
よ
っ
て
：
産
業
資
本
に
1
化
^ '
?'」

と
を
妨
げ
ら
.れ
た」

(ibid., B
d
.
1
.
s. 7

9
0
)

の
.で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
の
創
成
は
、
 

貨
幣
財
産
と
し
て
存
在
す
る
価
値
が
、
旧
唐
様
式
の
解
体
と
い
う
歴
史
的
_

を
通
じ
て
、

一
方
で
は
労
働
の
產
的
条
件
を
、
他
方
で
は
自 

由
に
な
っ
n

'f
i
l者
か
ら
露
力
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
•
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
貨
幣
の
資
本
へ
の
転
化
を
可
能
に
さ
せ
る
も
の
は
、
ほ 

か
な
ら
ぬ
こ
の
解
体
過
程
な
の
.で
あ
.っ
て
、
貨
幣
自
体
は
、
労

働

の

產

的

諸
条

件

と

露

力

と

の
分

離

、

す
な
，
ち̂
自
由
な
労
働
者
の
生
成
に 

協
力
す
る
か
ぎ
り
で
の
み
、
.歴
史
的
過
程
に
参
加
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

労
働
の
客
観
的
諸
条
件
と
労
働
力
と
Q

I
が
、

「

農
村
民
か
ら
I

地
の
I

」

を
そQ

表

る

ー

羃

と
し
て
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も 

f 

I (

&
产

S
. 

I
.

24. 

Kap. 2. 

SS. 7
5
5

功
.

)

そ
れ
は
、
旧
来
の
大
土
地
所
有
の
清
掃(searing of Estates )

と
農
村
労
働
者
の
賃
労
働
者 

ベ
の
転
化
の
過
程
と
し
て
、
.ま

た

独

音

営

農

民

の

解

体

.の

過

程

と

し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
基
礎
の
う
え
に
展
開
す
る
資
本
家

I

地
農
の
生
成 

(

Ig
d
.
, 

s

.

1.24. 

Kap. 4. 

S
S
'
7
S
2
3

は
、
土
地
所
有
を
近
代
的
土
地
所
有
に
転
化
す
る
。

,

■

す
な
わ
ち
、
資
本
は
、
前
期
的
資
本
と
し
て
は
、
な
ん
ら
土
地
所
有
の
変
革
な
し
に
発
達
し
ぇ
た
.と
し
て
も
、
産
業
資
本
と
し
て
は
、‘
日
来
の

土
地
所
有
関
係
の
分
解
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
発
達
し
え
な
い
。

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
の
発
達
で
さ
え
も
、
旧
土
地
^
有
関
系
の
兮
解 

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
分
解
が
、
.い
わ
ば
点
在
的
分
解
か
ら
、
総
体
性
を
も
っ
た
ひ
.ろ
が
り
に
お
い
て
生 

成
す
る
の
.は
近
代
的
工
業
の
発
達
、
と
く
に
そ
.の
高
度
の
完
成
の
も
と
に
お
い
て
で
あ』

。
と

同
時
に
、
そ
の
完
成
そ
の
も
の
は
、

近

代

^

^
 

業
お
よ
び
そ
れ
に
照
応
す
る
所
有
形
態
、
ま
た
そ
れ
に
照
応
す
る
経
済
的
諸
関
係
の
も
と
に
お
い
て
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

*

「

大
工
業
が
初
め
て
、
機
械
に
よ
っ
て
資
本
制
農
業
の
不
进
的
基
礎
を
提
供
し
、
農
村
民
の
龙
大
な
多
数
を
根
本
的
に
収
奪
し
、
農
耕
と
家
内
的
•
農
村
的 

工
業
と
の
間
の
分
離
を
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

」

鼋

こ

S

.
|—
»
. 

3
. 

7

00
00
.)

ま
た
0

2

1

1、g. 

H00
00(

前
掲
邦
訳
第
二
分

冊

.'

一
 

九
九
頁)
参
照
。

か
く
し
て
、
新
し
い
生
産
力
と
生
産
.関
係
と
は
、
当
面
す
る
生
産
の
発
達
と
、
旧
来
の
伝
統
的
な
.所
有
関
係
の
な
か
で
、
し
か
も
そ
れ
と
対
立 

し
つ
つ
、
発
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
近
代
的
生
産
関
係
す
な
わ
ち
資
本
が
'
社
会
の
す
べ
て
の
要
素
を
自
己
に
従
属
さ
せ
、
ま
た
必
要
な
要
素
を 

社
会
の
な
か
か
ら
創
出
し
て
、
歴
史
的
に
総
体
性
に
ま
で
発
展
し
.た
、
，い
わ
ば
完
成
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
体
制
の
も
と
で
は
、

ぃ
か
な
る
経
済
関
係 

も
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
形
態
で
の
他
，の
経
済
関
係
を
前
提
と
し
、
立
た
措
定
さ
れ
た
も
の
は
同
時
に
前
提
で
も
あ
る
と
い
う
関
係
が
つ
く
ら
^
る
。
土
. 

地
所
有
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
土
地
所
有
が
資
本
に
よ
っ
て
_

(

,J
;
り
具
体
的
に
は
、
農
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
様
式
に
よ
っ
て)

創 

造

さ

れ

資

本

に

.従
'属
せ
し
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

,^
れ
は
資
本
め
ー
般
的
前
提
と
な
る
。
資
本
は
近
代
的
'土
地
所
有
の
創
造
者
で
あ
り
、
し
た 

が
っ
て
地
代
の
創
造
者(

=

地
代
範
疇
の
成
立)

で

あ

る

。
:%
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
.な
関
係
の
も
と
で
は
、

利
潤
が
範
疇
と
し
て
成
立
す
る
!:
と
に 

よ
っ
て
地
代
は
乗
余
値
値
お
よ
び
乘
余
労
働
の

.一
般
的
•
正
常
的
形
態
か
ら
、
剰
余
価
値
の
う
ち
資
本
に
よ
っ
て
利
潤
の
形
態
で
取
得
さ
れ 

る
部
分
を
.こ
え
る
、
超
過
分
に
ひ
き
お
と
さ
れ
る
？「

い
ま
や
、，
地
代
で
は
な
く
て
利
潤
が
剰
余
価
値
，の
正
常
的
形
態
.と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
 

地
代
は
も
は
や
菊
余
価
値
一
般
の
、
で
ぼ
な
く
、
剰
余
価
値
，の
一
定
分
肢
た：

る
超
過
利
潤
の
、
.特
殊
的
事
ft
の
も
と
で
自
立
化
し
た
一
形
態
と 

し
て
の
み
意
義
を
も
つ
。」

.(Das.Kapital, Bd. 

3. 

S
.005
L)

し
か
も
、
地
代
範
疇
の
成
立
は
、
同
時
に
、
土
地
所
有
を
し
て
、
資
本
の
前
提
た
ら 

し
め
、
資
本
に
対
し
て
独
自
の
•
自
立
的
形
態
た
ら
.し
め
?>
#
◊

「

資
本
論
,-
.に
.お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 
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.
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*
「

当
初
の
資
本
制
也
産
様
式
が
^
い
だ
す
土
地
所
有
の
形
態
は
、
資
本
制
生
産
様
式
に
は
照
応
し
な
い
。
.資
本
制
生
産
様
式
に
照
G
す
る
土
地
所」

弓
形
態 

.

.丨

.

..や
，っ
^
,:
r
本
.の支

®：:

下

へ

の

農

業

の

従

属

に

よ
り
.
一資

本

制

生

産

様.式
そ

.の
も
の
に
よ
っ
て
創
造
.さ
れ
る
。
か
.よ
う
に
し
.
.て
、
专
連
^
土
池
^
,
、

up 

r
/i
l
l有
.
ま
た
.は
マ
ル
ク

共
！！

^
体
を
と
も
な
う
小
さ
な
農
民
所
有
も
ま
た
、
そ
れ
ら
の
法
律
的
形
態
が
い
、か
に
相
違
し
よ
う
と
も

、

资
本
制
生
銮
嶸
式
こ
贤
ャ
し 

す
る
経

済
的
形
態
.に
転
化
さ
れ

る
の
で
あ
る
+ご
.

へg
f *
w
p*
t o
,
.
.Co
.
s '
CJ
r
l
, 

)

 

.

.

/

i
 
j

絶
対
地
代
の
成
立
.
.の
可
能
性
ば
か
り
で
な
く
、
差
額
地
代
の
存
在
に
.つ
い
て
も
、
：そ
の
能
動
的
齧
と
'し
て
、
土
地
所
有
が
前
提
と
さ
k
て
い
る
こ
と
、
い 

う
ま
で
も
な
い
。

. 

V 

:

地
代
ガ
、
利
潤
の
形
態
で
資
本
に
.よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
部
分
?
平
均
利
潤)

を
こ
え
.る

超

過

分

と

な
.る
と
い
う
こ
と
、
土
地
^
有

の

蓮

O

L 

と
で
の
土
她
の
诞
占
性
に
も
と
づ
'く
超
71
利
潤
の
地
代
化
で
あ
る
と
い
う
こ
.と
は
、
土
地
所
有
の
：資
本
へ
'
の
従
属
形
態
の
経
済
的
表
現
に
ほ
か 

な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
.そ
れ
は
資
本
制
生
産
様
式
が
、

.土
地
所
有
を
支
配
卩
隸
属
の
関
係
か
ぎ
小
か
ぐ
解
玫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
経
済
妁 

形
態
を
そ
れ
に
，あ
た
東
る
と
と
も
に
、
労
獅
条
件
と
し
て
の
土
地
を
資
本
の
も
と
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
土
地
所
有
お
よ
び
土

也
所

有
 

者
か
ら
、
ま
っ
た
く
分
離
し
て
し
ま
う
と
：い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
資
本
が
そ
の
果
実
た
る
利
子
の
源
f

し
て
現
象
す
る
よ
う 

に
土
地
が
她
代
の
，源
泉
と
し
て
現
象
す
る
よ
う
に
な
る
。
土
地
価
格
が
地
代
の
資
本
還
元
と
し
て
把
握
.さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
た
か
も
一
定 

額
の
資
本
が
利
子
を
生
む
.よ
う
に
、

.一
定
の
価
格
を
も
っ
た
土
地
が
一
定
の
地
代
を
生
む
と
V

顚
倒
し
た
観
念
が
.、

一
定
額
の
貨
幣
資
本
と
一 

定
の
佃
格
を
も
っ
た
土
地
と
の
等
置
が
、
し
た
が
っ
て
利
子
と
地
代
と
の
等
置
が
、
う
ま
れ
る
に
い
た
>̂
|
。

*

1
.
。
土
地
I

の
も
つ
寄
生
的
性
格
か
ら
、
寄
生
地
主
的
土
I

有
の
も
と
に
お
いV

も
、
労
働
条
件
と
し
てQ

土
地
が
土
地
I

お
よ
び
土
也
i

者
か 

ら
分
？

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
に
し
て
も
、
.そ
れ
は
形
式
的
分
離
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
こ
で
は
土
地
所
有
m

m

r;
な
I

産

の
塞
条 

.件

.と
し
て
現
象
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
代
範
畴
の
差
異
。
 

.

2
。

「

ペ
テ
ィ
と
か
ヵ
ン
テ
ィ
ョ
ン
と
か
、：

一
般
に
封
建
時
代
に
近
い
著
述
家
た
ち
は
、
地
代
を
剰
余
価
値
一
般
の
正
常
的
形
態
と
み
る
の
で
あ
っ
て
、
他 

方

矛

滞

は

力

れ

ら
に
と
っ
て
、
ま
だ
不
明
確
に
雲

と

溶
け
あ
っ
て
い
る
か
、
ま
た
は
精
々
こ
の
剰
余
価
値
の
う
ち
資
產
が
.土
地
所
有
者
か
ら
取
り』

り 

げ
る
ー
I

と
し
て
現
象
す
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
.、
か
れ
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
出
発
す
る
、
そ
こ
で
は
、
第
一
に
、
農
業
人
口
が
ま
だ
翼
 

の
.圧
^

:に
大
き
な
謂
分
を
占
め
て
お
り
、
第
二
に
、
土
地
所
有
者
が
ま
だ
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
つ
て
直
接
的
生
産
者
の
超
過
労
働
を
直
接
に
取
尋
す

る

人

格
と
し
て
.現
象
す
る
よ
ぅ
な
、
し
た
が
っ
て
土
地
所
有
が
ま
だ
生
産
の
主
要
条
件
と
し
て
現
象
す
る
と
い
ぅ
状
態
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
と
っ
て
.は
、
逆
に
、
資 

本
制
生
産
様
式
の
立
場
か
ら
出
発
し
て
、
資
本
に
よ
う
て
生
産
さ
れ(

す
な
わ
ち
直
接
的
生
産
者
か
ら
榨
取
し
て)

か
つ
.す
で
に
直
接
に
取
得
さ
れ
た
剰
余
価 

値
の
一
部
分
を
苒
び
資
本
か
ら
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
ぅ
に
し
て
土
地
所
有
者
は
な
し
と
げ
る
か
を
探
究
し
よ
ぅ
と
す
る
よ
ぅ
な
問
題
提
起
,!

、
存
在 

し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」

(ibid.,

tdd. 3. 

S
.00
3
4
.

)

■:

^

「

若
干
の
著
述
家
た
ち
の
あ
る
も
の
は
、；
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
者
の
攻
撃
に
対
す
る
土
地
所
有
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た
あ
る
も
の
は
、
た
と
え
ば
ヶ
ア
リ 

丨
の
よ
ぅ
に
、
資
本
主
義
生
産
体
制
を
対
立
.の
体
制
と
し
て
で
は
な
く『

調
和』

の
体
制
に
転
化
し
よ
ぅ
と
し
て
、
土
地
所
有
の
独
自
的
な
経
済
的
表
現
で
あ 

る
地
代
を
利
子
と
同
一
な
も
の
と
し
て
叙
述
し
よ
ぅ
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
ぅ
す
れ
ば
土
地
所
有
者
と
資
本
家
と
の
対
立
は
解
消
す
る
だ
ろ
ぅ
と
い
ぅ
わ
け 

で
あ
る
。
資
本
制
生
産
の
初
期
に
は
逆
の
方
法
が
.用
い
ら
れ
た
。
当
時
は
、
通
俗
的
な
表
象
に
お
.い
て
は
、
土
地
所
有
は
ま
だ
私
的
所
有
の
原
始
的
な
尊
敬
す 

べ
き
形
態
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
資
本
の
利
子
の
方
は
高
利
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
ダ
ッ
ド
リ
ー
•
ノ
ー
ス
や
ロ
ッ
ク
な
ど
は
、
あ 

た
か
も
テ
ュ
ル
ゴ
ー
が
利
子
の
正
当
化
を
地
代
の
存
在
か
ら
導
き
だ
し
た
よ
ぅ
に
、
資
本
利
子
を
地
代
と
類
似
す
る
一
形
態
と
し
て
叙
述
し
た
の
で
あ
る
。

」 

(ibid., Bd. 

3
‘ 

S. 

671.)

■ 

• 

. 

反
面
に
お
い
て
、
資
本
を
し
て
資
本
た
ら
し
.め
る
賃
労
働
の
析
出
が
旧
来
の
土
地
所
有
関
係
の
解
体
を
前
提
と
す
る
，と

い

っ

て

も

、

そ
れ 

が
、
か
な
ら
ず
し
も
、
直
接
的
に
近
代
的
土
地
所
有
を
創
出
す
る
と
い
ぅ

こ

と

に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
独
立
自
営 

の
小
農
民
的
土
地
所
有
の
解
体
と
い
ぅ
か
た
ち
で
お
し
す
す
め
ら
れ
る
こ

と

も
あ
る
が
、
旧
来
の
土
地
所
有
の
転
化
と
，い
ぅ
が
た
ち
で
お
し
す
す 

め
ら
れ
る
こ

と

も
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
。「

古
い
土
地
所
有
者
は
、
も
し
か
れ
が
富
裕
で
あ
れ
ば
、

近
代
的
土
地
所
有
者
に
な
る
の
に
、
•な
ん
ら
資
本 

家
を
必
要
と
し
な
い
。
か
れ
は
た
だ
そ
の
労
働
者
を
賃
労
働
者
に
転
化
さ
せ
、
そ
し
て
所
得
で
は
な
く
利
潤
を
目
あ
て
に
生
産
し
さ
え
す
-H
f
、， 

い

ご(Grundrisse, s. 

l
sp°
前
掲
邦
訳
第
一
一
分
冊

•

一
 

九
九
頁
。)

ど
こ
で
は
、

近
代
的
借
地
農
業
者
と
近
代
的
土
地
所
有
者
と
が
同
一
人
格
に
お 

い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
利
潤
と
地
代
と
ば
：一
体
と
な
っ
て
実
現
す
る
。
そ
し
て
、
農
業
に
お
け
る
生
産
様 

式
そ
の
も
の
の
総
体
的
な
改
革
は
、Cottiers, Leibeigene, Fronbauer, Erbp

g:hter,. H

p:usler

な
ど
の
賃
労
働
へ
の
転
化
に
具
現
す
る

と

こ
ろ
で 

.あ
る
。(ibid., s. 

187.

邦
訳
同
上
，
一
九
八
頁
。

)

賃
労
働
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
土
地
所
有
に
対
す
る
資
本
の
作
用
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
る
の
で 

「

資本論

」

における土地所有の論理，

 

. 

. 

一
三

(

ー〇〇五

)



一
四(

一
〇
o
六)

あ

る

土

地

養

露

者

を

含

め

た

小

農

民

へ

の「

土
地
分
割」

が
、
そ

■

求
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
.

im

立
し
た
生
産
者
た
る
た 

め
の
基
礎
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ほ
か
な
ら
な
V
。
し
か
し
、「

小
経
営
の
た
め
の
土
地
所
有
.の
も
っAJ

も
正
常
的
な
形
態」

で
あ
り
、「

人
格
的
自
立 

性
の
発
展
の
た
め
の
基
礎」

を

な

し

ま

た

「

農
業
そ
の
も
の
の
発
展
の
た
め
の
必
要
な
一
.鍾

点

」

と
さ
れ
た(Das Kapital,

S
. 

3. 

s
，
SS9) 

分
割
地
所
f

、
賃
労
働
創
出
の
起
点
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
の「

土
地
分
割」

は
、
資
本
H
賃
労
働
関
係
の
も
と
で
提
起
さ
れ
て
い 

る

の

で

あ

る

自

立

化

は「

疎
外
ざ
れ
た
労
働」

か
ら
の
復
権
で
あ
る
。r

土
地
分
割」

ば
：一
面
に
お
い
て
、
分
割
地
所
有
が
分
割
地
所
有
の
ゆ 

え
に
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
蘭

I
の
も
と
に
お
か
れ
る
と
同
時
に
、

.マ
ル
ク
ス
の
初
期
の
霊
で
I

.「

経
済
学

.
羣

草

稿

」
(

一
八
四
四
年) 

に
展
開
さ
れ
た
'±
地
分
割
に
.つ
.い
て
の
指
摘
'が
そ
れ
へ
の
展
望
を
あ
た
え
る
.で
あ
ろ
ぅ
。「

忘

象

か

か

f
i
e
.
T
e
l

 des 
I

t

 

は
土
地
所
有
の
大
襲
な
独
占
を
否
定
し
、
そ
れ
を
止
揚
す
る
が
、
.し
か
し
そ
れ
は
た
だ
分
割
が
こ
H

1

般
化
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
だ
け 

で

あ

る

分

_
は
狐
占Q

根
拠
た
る
私
的
所
有
を
止
揚
は
し
な
い
。
分
割
は
独
占
の
存
在
に
は
触
れ
る
が
、
.独
占
の
本
質
に
触
れ
る
も
の
で
は
な 

い
。
そ

の

驚

と

し

て

、
分
割
は
私
的
所
有Q

I
Q

犠
牲
に
さ
れ
て
し
ま
ぅ
。

」
「

し
た
が
っ
て
、
土
地
占
有
の
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ 

で
は
さ
ら
に
一
層
僧
惡
す
べ
き
形
態
を
.と
る
独
占
へ
と
復
帰
す
る
か
、
あ
る
い
は
土
地
占
有
の
分
割
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
止
揚
す
る
か
、
そ 

i

外
の
も
の
は
な
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
封
建
的
占
有
へQ

復
帰
で
は
な
く
、
土
地
の
私
的
所
有
一
般Q

止
揚
.で
あ
る
。.
独 

占
の
第
一
の
止
揚
は
つ
ね
に
そ
の
一
般
化
で
あ
り
、
そ
の
存
在
の
拡
大
で
あ
る
。
で
き
る
か
ぎ
り
の
包
括
的
な
存
在
に
達
し
た
独
占
の
止
揚
は
、

狃
占
の
完
全
な
根
絶
で
あ
る
。
土
地
に
適
用
さ
れ
る
組
合
f

 

I

I
は
国
民
経
済
学
的
見
地
か
ら
の
大
土
地
古

有

の

長

所

を

分

ち

持

ち

、
 

ま
た
分
割
の
本
来
的
な
傾
向
、
す
な
わ
ち
平
等
を
実
現
す
る
.…

…

。」
(
s
a
r
x
:

 

f

 I
h

l

l

h

i

l

 

M
l
k
r
i
p
t
，

I
. <

B
f

 i 

d“
s 

Bd. 42. 

Kleine 

H

I

 sc
l
e
n
.

 Berlin, 

1955 〉
SS.93-

9
4
.

邦
訳
城
塚
登
.
田
中
吉
六
訳「

経
済
学
.
哲

学

草

* 

I

I
を
崩
管
せ
る
霞
因
は
、
土
地
所
有
S

I

学

。
そ
8

原
_

大
H

S
農

の

繁

と

し

て

、
土
地
所
有
Q

i
な
補
足
t

す
農
村
家
内
H

S
絶
滅
、
か
か
る
.耕
作
の
も
と
に
お
か
れ
た
土
地
め
漸
次
的
な
疲
弊
と
枯
渴
？
ど
こ
で
で
-
分̂
割
地
経
営
の
第
二
の
補
足
を
■な
し
.て
お
り
、
 

ま
た
そ
れ
の
み
が
分
激
地
経
営
に
家
畜
の
飼
養
：を
可
能
な
ら
し
め
た
共
同
所
有
地
の
、
大
土
地
所
有
者
に
よ
る
横
奪
、
植
栽
地
経
営
と
し
て
営
ま
れ
る
と
資
本 

.
饰
的
に
営
ま
れ
る
と
を
問
わ
ず
大
耕
作
の
競
争
、
.こ
れ
で
あ
る
。

」

e
a
s 

Kapital, Bd. 3. 

s. 

859

し
ま
た
、「

十
七
世
紀
の
最
贬
の
数4-

年5E

■に
も
な
お
、
 

.
独
立
の
農
民
層
た
る
ョ
ー
マ
ン
リ
ー
は
、
借
地
農
業
者
の
階
級
よ
り
も
多
数
で
あ
っ
た
。(

中
略)

一

七
五
〇
年
頃
に
は
ョ
ー
マ
ン
リ
ー
が
消
滅
し
て
、
十
' 

1L
-
紀
の
最
後
の
数
十
年
間
に
は
農
f
民
の
共
同
体
所
有
の
最
後
の
痕
跡
も
な
く
な
.っ
た
。」

?

F
窣

I
.

00
. 761‘.

)
：「

資
本
の
本
源
的
蓄
稹

…
…

そ
れ
は
直 

:
接
的
生
産
者
の
収
奪
、
，す
な
わ
ち
自
己
の
労
働
に
立
脚
.す
る
私
的
所
有
の
解
消
を
意
味
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

」
(ibid., E

d
,
1
.

S
.OO
0
1
.

)

.
力
く
し
て
、
賃
労
働
は
、
総
体
と
し
て
は
、
土
地
所
有
に
対
す
石
資
本
の
作
用
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
は
ま
た
.

「

食
糧
の
本
原
^
 

な
倉
庫
で
あ
る」

と
同
時
に
、
'

「

労
働
手
段
の
本
源
的
な
武
器
庫
で
^
る」

(ibid., B
d
.
1
.
s. 

100
7
.

)

、
し
た
が
.っ
て
生
産
者
に
と
っ
，て
直
接
の
生
存 

源
東
で
あ
っ
た
土
地
を
社
会
的
関
連
に
依
存
す
る
、
媒
介
さ
れ
た
生
存
源
泉
に
.転
化
す
る
過
程
で
あ
る
。
た
だ
、
農
村
労
働
者
が
い
か
に
'「

自 

FI
3
.な
賃
労
働
者」

'
と
し
て
創
出
さ
れ
る
か
は
、

近

代

的

土

地

所

有

の

形

成

の

態

様

に

か

か

る

と

，こ
：ろ
で
あ
，る
。

r

ロ
シ
ァ
の
農
村
勞
働
者
は
、

上 

地
に
対
す
る
村
落
共
同
体
の
共
同
所
有
：の
結
果
、
な
お
完
全
に
は
か
れ
ら
の
生
産
手
段
か
ら
分
離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
だ
言
葉
の
S
 

分
な
意
味
で
の『

自
由
な
賃
労
働
者』

と
は
な
っ
て
い
な
い
。」

(ibid., Bd. 2.. 

S. 32.)

■

こ
の
よ
ぅ
に
み
て
く
れ
ば
、

近
代
的
土
地
所
有
の
経
済
関
係
は
、
農
業
に
お
け
る
資
本
制
生
産
様
式
を
、
す
な
わ
ち
、
農
業
を
利
潤
の
た
め
に 

経
営
す
る
資
本
家
の
も
と
へ
の
農
村
労
働
者
の
従
属
、.
お
よ
び
農
村
労
働
者
と
土
地
の
分
離
を
前
提
と
し
て
お
り
、、
し
た
が
っ
て
、.
そ
こ
に
本
近 

代
社
会
の
諸
間
連
の
総
体
に
お
け
る
資
本
が
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
本
に
よ
る
近
代
的
土
地
所
有
め
形
成
は
、
資
本
を
し
て
資
本
た
ら 

し
め
る
賃
劳
働
の
創
出
の
過
程
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
と
同
時
に
、
.そ
れ
，は
資
本
に
よ
る
地
代
創
造
め
過
程
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
身
本
太
土
也

 ̂

有
を
自
己
の
条
^
:と
し
て
自
己
の
も
と
に
従
属
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
自
己
の
対
立
物
と
し
て
そ
れ
を
措
定
す
る
。

■-
>労
働
を
賃
労
働
に
転
化
さ 

せ
、

生
産
手
段
を
資
本
に
転
化
さ
せ
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、
資
本
制
生
産
様
式
の
た
え
ざ
る
傾
向
で
あ
り
、
発
展
法
則
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
句 

に
照
応
し
て
、
他
方
で
は
、
資
本
お
よ
び
労
働
か
ら
の
土
地
所
有
の
自
立
的
分
離
が
、
ま
た
は
資
本
制
生
産
様
式
に
照
応
す
る
土
地
所
有
形
態
へ 

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

ー

五(

ー
0

0七)
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の
い
.っ
さ
い
の
土
地
所
有
の
転
形
が
生
ず
る
。」

(ibid., 

B
d
.
co
. s. 9
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土
地
所
有
の
自
立
的
形
態

■

.
資
本
が
創
造
す
る
地
代
.

(

差
額
地
代
お
よ
、び
絶
対
地
代)

"ば
土
地
所
有
の
前
^
の
も
と
で
の
倾
値
法
則
の
■貫
徹
で
あ
る
。
差
額
地
ft
は
土
.岛
経
営 

の
跟
占
を
そ
の
発
生
の
根
拠ど

，-3

て
.I
.るAj

.い
う
力
ぎ
り
に
お
い
て
、
、リ
ヵ~

ド
.体
系
に
み
るhlj

と
く
、
.
.
'
価
値
法
則
の
.も
と
で
、
.か

つ
土
也
^
；
:有 

の
存
在
の
欠
如
と
い
う
条
件
の
も
と
t
 

:
考
え
ら
れ
る
に
し
.て
も
、
平
均
利
潤
以
上
に
出
る
超
過
利
潤
の
地
^

へ
.の

は
、
当
然
に
、
土
地
所 

有
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
が
く
し
て
土
地
所
有
が
前
提
と
さ
れ
る
，と
す
れ
ば
、
.土
地」

へ
：の
資
本
投
下
は
，
土
地
所
有
者
へ
の
吔
.^
の
支 

払

い

を

そ

の

前

提

と

し

て

見

い

：だ

さ

ざ

る

を

え

な

い

,

;

も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
法
律
上
の
土
地
所
貧
が
.、
所
有
者
の
た
め
に
な
ん
ら
か
'の
地
代
を
創
造
す
る
と
い
う
も
の
，で
は
な
、，
。
地
代
太
、
ヒ
地
1 ̂

有
者
の
関
与
な
し
に
生
ず
る
剰
余
価
値
の
一
部
の
転
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「

地
代
の
額
は
け
っ
し
て
そ
の
受
領
者
の
；干
渉
に
よ
っ
て 

規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
か
れ
が
す
こ
し
も
関
与
し
て
い
な
.い
社
会
的
労
働
の
、
か
れ
に
は
か
か
わ
り
の
な
い
発
展
に
よ
っ
：て
規
定
さ
れ
る
。」 

言

，Bd. S. 

s. 

687.) 
土
地
所
有
の
独
自
性
と
は
、
ま
さ
に
、
か
れ
の
関
与
す
る
こ
と
な
し
.に
増

大

す

る

分

前

を

取

得

す

る

こ

と

、
.
こ
の

点
に
字 

す

る

の

で

あ

り「
〔

地
代
の〕

独
自
性
は
：農
業
生
産
物
が
価
値(
商
品)

と
し
て
発
展
す
る
諸
条
件
と
と
も
に
、
ま
た
農
業
生
産
物
の
価
直
の 

実
現
の
諸
条
件
と
と
も
に
、
土
地
所
有
の
機
能
、
す
な
わ
ち
、
1
己
の
関
与
な
し
に
創
造
さ
れ
た
こ
の
価
値
の
ま
す
ま
す
増
大
す
る
部
分
を
取
辱 

す
る
亂
能
も
ま
た
発
展
し
、

剰
余
価
値
の
う
ち
の
ま
す
ま
す
増
大
す
る
部
分
が
地
代
に
転
形
す
る
と
い
.う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。」(

i

:
 

S
. 

3. 

S.

6
00

9
.

) 

■

:

乘
佘
価
値
の
^
代
へ
の
転
形
は
借
地
契
約
.を
通
じ
て
現
実
の
も
の
.と
な

る

の

で

あ

る

か

ら

.、

「

借

地

契

約

の

つ

づ

く

か

ぎ

り

は

〔

昔

地

廣

業

考 

の〕

土
地
投
資
に
対
す
る
土
地
所
有
の
制
限
は
な
く
な
っ
て
い
る
。」

(ibid.rBd. 

3. 

S. 

S
0
1
V
)
「

土
地
が
賃
貸
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
上
地
所
有

は
必
要
な
資
本
投
下
に
対
す
る
絶
対
的
§|
限
と
し
て
は
作
用
し
な
く
な
る
。」

(

^
s
.
'
w
p̂
co
. 

g
.
oo
1
4
.

)

し
か
し
、
土
地
所
有
は
土
地
の
利
用
に

方
1
て
ぬ
代
が
支
払
わ
れ
な
1
か
ぎ
り
そ
の
土
地
の
利
用
を
さ
せ
な
い
権
能
を
そ
の
所
有
者
に
あ
た
え
る
の
で
あ
っ
て
、

「
〔

土
地
所
有
者
よ〕

こ
の
就
議
盟
絶
対
量
を
増
加
ま
た
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
ー
し
か
し
市
場
に
あ
る
そ
の
量
を
増
加
ま
た
は
.減
少
さ
せ
る
こ
と
は 

で
き
る」

(ibid., Bd. 

3. 

S. 

_)

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
土
地
所
有
の
独
自
性
は
土
地
へ
の
資
本
投
下
の
一
般
的
前
提
と
し
て
自
ら
を
措
定
す
る
に
い
た
る
。

r

土
地
所
有
の
存
在 

こ
そ
ガ
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
'土
地
に
資
本
を
投
下
す
る
た
め
の
、
ま
た
土
地
で
資
本
を
任
意
に
増
殖
す
る
た
め
の
.制
限
と
な
る
。」

f

, Bd. 3. 

S. 

7
9
9
.
)

す
な
わ
ち
、
土
地
所
有
の「

独
占」

は
、
.資
本
Q

f
に
対
し
て
、
こ.

Q

独
占
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

純
資
本
制
的
見
地
か
ら
は
現
存
し 

な
い
は
ず
の
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
。©id., Bd. 3. 

s. 

p) 

,

.

地
代
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
で
あ
り
、，
し
た
が
っ
て
土
地
価
格
は
、
地
代
の
前
払
で
あ
り
、
貨
幣
資
本
と
し
て
存
在
す 

る
業
資
本
か
ら
の
控
除
で

t

。
地
代
は
ど
ん
'な
場
合
に
も
土
地
生
産
物
の
生
産
価
格
に
.
.は：い
り
こ
む
も
の
で
は
；な
い
。「

生
i

に
と
っ
て
り 

費
用
佃
格
と
し
て
の
土
地
価
格
と
、
生
産
物
に
と
っ
て
の
生
産
価
格
の
非
要
素
と
し
て
の
土
地
価
格
と
の
趼
の
衝
突
は
、
総
じ
て
、
.土
地
の
私
有 

と
合
が
-が
農
業
す
な
わ
ち
土
地
の
正
•常
な
社
会
的
利
用
と
の
矛
盾
が
自
ら
.を
表
示
す
る
諸
形
態
の
一
つ
^
す
ぎ
な
い
。」(

^
0:
.
,
£0.
. 3. 

S. 864.) 

分
地
^
業

者

は

JL
代
を
支
払
わ
な
レ
と
す
れ
'技
、
そ
め
資
本
を
普
通
の
利
潤
で
増
殖
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
か 

か
る
前
提
は
.、：
土
地
所
有
の
捨
象
で
あ
り
、
土
地
所
有
の
止
揚
に
ほ
か
な
ら
な
.い
。
 

；，
: 

土
把
の
豊
度
を
増
如
さ
せ
る
よ
う
な
恒
久
的
な
土
地
改
良
、
.す
な
わ
ち
、
：同
額
の
資
本
投
下
で
も
ま
た
は
よ
り
す
く
な
い
資
本
投
下
に
よ
っ
て 

さ
え
も
、6

き
つ
づ
き
生
産
物
の
増
加
を
保
証
す
る
よ
う
な
、
土
地
改
良
、
土
地
I

下
さ
れ
土
地
に
合
体
さ
れ
美
本
、
こ
の
よ
：う
な
資
本
に 

対
す
る
利
子
は
、
借
地
契
約
を
結
ぶ
.に
あ
た
っ
.て
、
借
地
農
業
者
に
よ
っ
.

て
土
地
所
有
者
に
支
払
わ
れ
る
地
代
に
つ
け
加
わ
っ
て
そ
の
一
部
分
と 

な
る
こ
と
が
あ
る
。
け
だ
し
、
.そ
れ
が
地
^
の

：一
部
分
と
な
る
の
は
利
子
.の
法
則
に
従
っ
て
で
は
な
く
し
て
-
地
代
の
法
則
に
従
っ
へ
て
な
る
の
で 

「

資
本
論」

に
.お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

一

七(

一
〇
>
九)



一
八(

1
〇
1
〇)

あ
り
、
し
た
が
っ
て
一
そ
ぅ
犬
な
る
自
然
的
豊
度
を
有
す
る
土
地
と
め
競
争
の
も
と
で
は
.、
そ
れ
は
消
滅
す
る
こ
.と
も
あ
り
ぅ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
し

.か
し
、
い
ず
れ
1
し
て
も
、：
.
.土
地
所
有
は
、
；こ
の
結
果
と
し
.て
、
,
人
為
的
に
高
め
ら
れ
た
豊
度
を
も
.つ
，土
地
を
所
有
す
る
の
で
あ
り
、
資
本
投
下

.に
と
っ
て
そ
の
.土
地
が
以
前
よ
り
生
産
的
な
投
資
の
場
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
代
の
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

「

こ
れ
こ
そ
は
、

丨

本
来
の
地
代
の
運
動
は
.ま
.っ
た
く
別
と
し
.て
も
、
I

経
済
的
発
展
：.の
前
進
に
と
も
^
ぅ
、
.
.土
地
所
有
者
の
累
進
的
致
富
の
、
か
れ
ら
の
吧
れ
の

た
え
f

膨
脹
の
、
I

か
れ
ら
，の

所

有

地

の

貨

幣

価

値

増

大

の

、
秘

密

の

一

.つ
な
の
で
あ
る
。」

r

こ
れ
こ
そ
が
、
即
時
に
、
合
理
的
農
業
の
最
，
 

大
の
障
害
の
一
；
つ
で
も
あ
る
。」

.(ibid., 

F

*

ま
た
<
• 

<

.
ヮ
ル
ト
ン
著「
大
プ
リ」

ア
ン
お
よ
び
.ア

ィ

ル

ラ

ン

ド

の

(

，一
八
六
.五
年
一
，
か
ら
の
引
用
‘ 
a

p

W
P,3. g. 

669 )

お
よ
び 

SS.+ 726, 

794

丨796.

を
'#
照
。
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• 

• 

• 

-
.

地

代

に

転

形

さ

れ

る

剰

余

価

値

の

：形

成

は

.'
'
.
差

額

地

代

に
つ

い
，て
，い
え
ば
ゥ

市

場

価

値

を

調

整

す

；
生

産
価
格
決
定
の
機
構
に
、

ま
た
絶
対
也 

代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
生
産
価
格
を
I

る
価
格
别
上
げ
の
機
構
に
：
か
か
わ
り
を
も
ら
.て

い

る

。
：そ
し
て
、
最
劣
等
地
が
、
も
し

耕
作
さ
れ
1 

ば
生
産
価
格
t

l

す

雰

と

し

て

も

、

生
産
価
格
I

t

超

過

分

た

.
る

地

代

部

分

が

も
た
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
耕
作
圏
内
に
は
い
り
え
. 

な
V

と
す
れ
ば
' 
こ
の
場
合
は
.
土

地

所

有

、が
こ
；の
伽
格
.上
昇

を

生

ぜ

^

め

た

の

で

あ

っ
て
、

こ
か
か
^'
い

卜

か

い

で

、

「

土

地

所

有

そ

の

も

の 

.が
地
代
.を
生
み
だ
し
た
：の

.^」

••
/
•へ

ibid, 

Bd;,3... &
V
S
0
4
)
.

と
い
.え
よ
うr 

:

V
ず
れ
に
し
て
も
，
地
代
に
転
形
さ
れ
る
剩
余
価
値=

超
過
利
潤
の
形
成
は
、
：ま
ず
義
地
代
に

.つ

.い
て
い
え
ば
、
.市
場
調
整
的
生
産
価
格
が
、
 

そ
こ
に
お
け
る
平
均
的
唐
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
限
界
的
畫
価
格
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
市
S

お
け
る
I

等
地
の
生
産
物 

の
生
産
価
狢
忆
よ
っ
：て
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
と
づ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
そ
こ
に
お
け
る
蓮
利
潤
の
形
成
が
、
資
本
に
と
っ

の
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
形
成
さ
れ
た
超
過
利
潤
は
、
現
実
に
市
場
価
値
の
引
下
げ
の
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
消
滅
す
る
こ
と
な
く
、

逆

に
' 
以
上
の
よ
う
な
市
場
価
値
規
署
も
と
で
、
遷
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
.ま
た
、
絶
対
地
代
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
土
地
所
有
に
も 

と

つ

く

扩

場

1动
整

的

生

産

假

格

以

上

へ

の

市

場

価

値

の

引

上

げ

，に

よ

っ

て

、

.形
成
さ
れ
る
。

•

と
こ
ろ
で
、
⑴
、
同
.一
土
地
へ
の
追
加
投
資
の
生
産
性
が
同
一
不
変
な
場
合
、
ま
た
は
そ
の
率
が
低
落
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
追
加
投
資
に
よ

る

土

地

生

産

物

の

供

給

の

増

加

、
最

劣

等

地

の

耕

作

圏

外

，へ
の
排
除
と

.い
う
か
た
ち
で
、
市

場

調

整

的

生

濡

格

の

低

落

が

も
た
ら
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
hで
あ
ろ
う
し
、：
ま
た
、
生
産
性
の
率
が
上
昇
す
る
場
合
は
、
最
劣
等
地
べ
.も
追
加
投
資
が
な
さ
れ
て
、
そ

こ

.に

お

け

る

平

均

的

生

産

価

格

が
低
下
し
、
し
た
が
っ
て
調
整
的
生
産
価
格
め
低
下
が
生
ず
る
と
い
う
場
合
も

あ
る
で
あ
ろ
う
。
.
い

ず

れ

の

場

合

に

も
、
資
本
追
加
は
地
代
の
泪
 

Jx'
w
高

さ

-の
原
因
で
あ.る

.0

.

. ノ

し
ま
.
追
加
資
本
の
生
産
性
の
率
が
上
昇
し
な
が
ら
、：
市
場
調
整
的
生
産
.価
格
が
不
変
.で
あ
る
、
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
の
生
產
物
が
新
し
い
平 

私

鑑

産

t

で
は
な
く
な
お
従
来
の
生
儒
格
で
売
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、'
そ
れ
は
最
劣
等
地
の
か
.な

り

の

屢

が

な

お

渠

の

樂

に

よ 

、
っ
て
耕
作
さ
れ•て
い
.る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
追
加
資
本
の
投
下
、
し
た
が
っ
て
耕
作
の「

改
良』

が
普
及
し
一
般
的
に
な
‘れ
ば
、
調
整
的
生 

産
価
格
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
：で
あ
ろ
う
か
ら
で
、t

。
し
た
が
っ
て
そ
こ
I

ら
れ
る
も
Q

I
分
I

投
資
と
不
充
分
I

投
資
と
の
相 

違
で
あ
り
、
螯
さ
れ
た
耕
作
と
未
改
良
の
耕
作
と
の
相
違
で
I

。
そ
し
て
、
：
追
加
投
資
の
普
及
化
、
.一
般
化
に
つ
れ
て
、「

改
良」

さ
れ
た 

耕
作
が
平
均
的
な
資
本
投
下
額
の
基
準
と
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
借
地
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
擊
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場 

合
、：

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
り
う
る
。

f

、
改
良
が
さ
し
.あ
た
り
A
.

〔

最
劣
等
地〕

の
.商
積
の
.一
小
部
分
に
し
か
及
ば
な
.い
と
す
れ
ば
、
 

こ
の
よ
り
よ
く
耕
作
さ
れ
る
部
分
I

過
利
潤
を
も
た
ら
す
置
ろ
う
し
、
そ
の
全
部
I

は
二
部
分
を
土
地
所
有
者
は
い
拿
く
地
代
に
転
形 

I

地
代
と
し
て
固
_

し
よ
う
と
す
る
2

ろ
う
。」

」
Q.

よ
I

し
て
、
も
し
需
要
が
供
給
と
歩
調
I

わ
せ
.て
す
，̂
む
な
ら
ば

、

土
地
A
の 

全
面
横
に
次
第
に
新
方
法
が
充
用
さ
れ
.て
い
く
の
に
.つ
れ
て
、
A
質
の
す
べ
：て
の
土
地
で
地
代
が
形
成
さ
れ
' '

超
^

て
全
留
ま
た
は
一
敦
没
収

..さ
れ
て
し
t

で

着

A
: 

Aの'生
産
価
格
の
、
増
加
投
資
に
よ
る
会
生
産
物
の
平
均
価
格
へ
の
均
等
化
は
、
こ

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理
‘ 

て

へ

5

 

ニ
ノ



' 

ニ
〇 

2 
〇
一
一
一) 

の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
増
加
投
資
の
超
過
利
潤
が
地
代
の
形
態
で
固
矩
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
.さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ 

う
-°
>-
'
>
.
,
の
場
合
に
は
、(

中
略)

.生
産
価
格
を
高
か
ら
し
め
る
も
.の
.は
、
超
過
利
潤
の
地
代
べ
の
転
形
、
-
す
な
わ
ち
土
地
所
有
の
介
入
で
あ
っ
て
、
 

差
額
地
代
な
る
も
の
は
、
.個

別

的

生

産

価

格

と

，
ー

般

的

生

産

価

格

と

の

差

額

-(
0
結
果
で
あ
.る
だ
け
で
.は
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
地
1

$
の
介
\
±
、

-L
地
A
に
と
っ
.て

は
A
の
平
均
的
生
産
価
格
に
よ
る
生
産
価
格
の
規
制
を
さ
ま
た
げ
る
が
故
に
、
.個
別
的
生
産
価
格
と

一
般
的
生
産
価
格
と
の 

V

致
を
さ
ま
た
げ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
そ
れ
は
、
必
要
生
産
価
格
よ
り
も
高
：い
生
産
価
格
を
維
持
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
代
を
創
造
. 

す
る
で
あ
ろ
う
。」

(ibid, Bd. 
3. 

S. 

792J. 

■

同

様

に

fe
代
に
転
形
さ
る
へ
き
超
過
禾
潤
ガ
な
お
.借
地
農
業
者
の
手
許
に
留
ま
っ
.■て
い
る
.場
合
に
は
、
も
ば
や
な
ん
ら
の
超
遇
利
間
を 

も
生
じ
な
い
よ
う
な
、
さ
ら
に
は
1
存
の
超
過
利
潤
に
く
い
こ
む
よ
う
な
追
加
投
資
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
借
地
農
業
者
に
と
っ
て
は
、
投
下
資
本 

総
体
と
じ
て
の
.平
均
利
潤
の
確
保
が
関
心
で
あ
る
か
ら
で
あ
•る
。
こ
こ
で
は
借
地
農
業
者
は「

地
代
の
犠
牲
に
お
い
て」

平
均
利
潤
を
獲
得
す
る 

(Ibid., Bd. 3, 

S. 

700
1)

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
超
過
利
潤
が
地
代
と
し
て
固
定
化
さ
れ
て
い
る
^
情
の
も
と
で
は
、
.追
加
資
本
は
そ
れ
ぶ 

体
と
し
て
平
均
利
潤
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、「

同
じ
地
所
で
投
下
さ
れ
る
資
本
の
増
加
は
、
資
本
の
生
産
性
の
率
が
減
少
し
、
 

か
つ
調
整
的
価
格
が
同
等
不
変
の
場
合
に
は
、
土
地
所
有
の
結
果
と
し
て
の
，超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
単
な
る
形
式
的
転
孩
に
よ
っ
て
、

1
る
か
に 

円r 
く
g
己
の
限
界
を
見
い
だ
す
、

つ
ま
り
事
実
上
多
か
れ
少
な
か
れ
人
為
的
制
限
を
見
い
だ
す
。」

こ
の
.場
合
に
は「

一

般
的
生
産
価
格
の
日
取
|1
1 

が
、
義
地
代
の
原
因
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
代
と
し
て
の
義
地
代
の
存
往
が
、
同
時
に
、
必
要
に
な
っ
た
増
加
生
産
物
の
供
給
を
確
保 

す
る
た
め
の
>
一
般
的
生
産
価
格
の
一
そ
う
早
い
か
つ
急
速
な
昂
騰
の
原
因
な
の
で
あ
る
。」

(ibid., Bd. 

3. S. 

786.)

か
く
し
て
、
社
会
は
土
地
生
産
物
に
対
し
て
は
、
そ
の
も
つ
現
実
の
生
産
価
格
以
上
を
支
払
う
こ
と
に
な
"
。
こ
こ
に
現
実
の
生
産
価
格
ル
七 

と

^
,う
の
は
' 

一
方
で

.単
純
に
.限
界
的
生
産
価
格
が
市
場
調
整
的
と
な
る
と
い
う
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
借
地
農
業
者
と
土
地
^
有
者
の 

対

立

•
抗
争
を
含
み
な
が
ら
、
土
地
へ
の
資
本
投
下
の
諸
制
約
の
も
と
で
■農
業
の
相
対
的
後
進
性
を
つ
く
り
だ
し
な
が
ら
、
市
場
調
整
的
生
産
価

格
は
現
実
の
生
産
価
格
以
上
に
引
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
方
で
、
農
業
の
相
対
的
後
進
性
の
も
と
.で
の
、

一
般
的
生
産
価
格
以
上 

へ
の
市
場
価
値
の
引
上
げ
と
い
う
、
ニ
重
の
意
味
で
い
っ
.て
い
るQ

で
あ
る

.0
し
，か

.%
、;
現
実
の
生
産
価
格
以
上
に
支
払
わ
れ
た
部
分
が地

代
.；/

 

な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
.

「

消
費
者
と
し
て
み
た
社
会
が
土
地
生
產
物
に
対
し
す
過
多
に
支
払
う
も
の
|

こ
れ
は
土
地
生
産
で
の
労
働 

時
間
の
実
現
の
マ
ィ
ナ
ス
に
な
る
—

が
:'
'.
い
ま
や
社
会
.の：

一
部
分
に
と
っ
て
の
、
土
地
所
有
者
た
ち
に
と
っ
て
の
、
プ
ラ
ス
に
な
る」

(

g

r 

Bd. 

3
. 

S
. 

7
1
2
)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

*

.「

資
本
带
社
会
形
態
ガ
止
揚
さ
れ
て
社
会
が
意
識
的
.か
つ
計
画
的
な
組
合
'
 (bewuste und. 
p
l{B
.
n
mp:
s
i
g
e

 .Assoziation)

と
し
.
て
組
織
さ
れ
る
と
考
え
て 

み
れ
ば
、

一
〇
ク
オ
ー
タ
ー
は
、〔

六
0
〇
'ゾ
リ
ン
グ
：の
か
わ
り
に〕

.
'ー：ー
四
0
シ
リ
ン
.グ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
と
同
等
量
の
自
立
的
な
労
働
時
間
を
表
示
す
る
。
 

か
く
て
社
会
は
、
こ
の
土
地
生
産
物
を
、
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
現
実
の
労
働
時
間
の
一
一
倍
半
で
は
買
取
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
土
地
所
有
若 

な
る
一
階
級
の
基
礎
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。」

(ibid., Bd..3. SS.. 7
1
X

か
く
て
、
土
地
所
有
の
揚
棄
に
よ
っ
'て
、
絶
対
地
代
は
揚
棄
さ
れ
る
.で
あ
ろ
’
が
>
同
時
に
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
.て
、
.超
過
利
潤
の
差
額
地
代
へ
の
■転
形 

も
、
そ
の
根
拠
を
う
し
な
う
こ
.と
.に
な
る
で
あ
ろ
う
。
，そ
.し
.て
、
後
者
、
す
な
わ
ち
差
額
地
代
の
揚
莱
は
、
農
業
技
術
の
発
達
お
よ
び
価
格
政
策
に
よ
る
土
地 

差
等
の
均
等
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
質
的
基
礎
が
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
.

I

超
過
羽
淠
の
地
代
化
の
阻
止
、
資
本
間
の
.競
#
に
よ
る
超
，過
利
澗
の
消
滅
と
そ
れ
に
と
も
な
う
農
産
物
価
格
の
：低
落
、.
.そ
れ
が
地
代
騰
貴
'に
..対
す
る
一
時

 ̂

障
害
と
な
る
こ
と
か
ら
す
る
、
土
地
顸
有
者
の「

農
業
の
進
歩
に
対
す
る
反
対」

(
K

 Marx; 

Das 

E
l
l

 der 

philosophip 

Marx-Engels 

Werke, 

Bd. 4. 

Berlin, 

1959. 

s. 

1
7
5
)

そ
の
他
。

v

と
こ
ろ
で
、
労
働
カ
の
価
値
士
剩
余
価
値
と
は
相
互
に
逆
の
方
向
に
変
動
す
る
。
：
ま
た
铜
余
価
値
の
増
加
ま
た
は
減
少
は
、

つ
ね
に
労
働
力
の 

価
値
の
照
応
的
な
減
少
ま
た
は
.増
加
の
；結

果

，で

あ

っ

て

、

.
け

.っ

.し
て
そ
の
原
因
で
は
な
い
:'
0
こ
の
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、.
土
地
生
産
物
に
対
す
る 

「

過
多
な
支
払
い」

は
労
働
力
.の
価
値
の

. ^
加
を
も
た
ら
し
、
し
た
が
っ
て
剰
余
価
値
の
減
少
を
、
し
た
が
っ
て
.利
潤
率
を
低
下
さ
せ
る
作
用
を 

潜
在
し
'て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
:1
,
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、.
差
当
っ
て
.差
額
地
代
に
関
し
て
い
え
ば
、
地
代
は
利 

潤
ー
般
の
直
接
的
な
犠
牲
の
う
え
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

.

「

資
本
論

」

に
お
け
る
土
地
所
有
.の
論
理

 

一
二 

(

一
 
〇
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ー
〇
ー
四)

も
っ
と
も
差
額
地
代
を
剰
余
生
産
物
と
い
う
側
面
か
ら
み
れ
ば
、

I

部
分
は
、
剰
余
労
働
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
が
表
現
さ
れ
る
剰
余
生
産
物 

の 

I

形
態
へ
の
転
形
、
:

に
レ
た
?
.た

と

と

か

蠢

余

生

産

物

笛

獻

■

い
，て
あ
ら
わ
れ
、..'そ
れ

が

資

本

，に
'で

は

な

多

土

地

所

有

に

帰
属
す
る

こ

と

、
い

い

か

え

れ
 

ば
、

舍

物

.の

、

利

潤

.
へ

の

I

s

な

く

、
。
地

代

へ
'の
転
形
、
お
よ
'び
か
づ
：て
は
不
赛
本
の
補
塡
に
む
け
ら
れ
た
生
産
物
の
可
除
部

分

の

、
 

剩
余
生
産
物
へ
1

形
、
' t

た
が
っ
て
か
つ
S

資
本
に
，
'_

に
で
は
な
く)

転
形
さ
れ
た
部
分
の
地
代
へ
の
転
形
、：
こ
の
一

一
様
の
転
形

か

ら

.な 

り
立
っ
て
い
る
。(

T
h
i
n

 

I
 d

e
n

I

n

,
 Te

i
l
2. SS. 4

4
1
9
,
)

そ
し
て
、
こ
の
差
額
地
代=

剰
余
生
産
物
の
名
目
価
値
を
規
定
す
る 

も
の
は
、
最
劣
等
地
に
お
け
る
生
産
物
の
生
産
価
格
で
あ
る
。
.
っ
 

.

,

力
く
て
地
代
は
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
分
で
あ
り
、
資
本
に
X
る
.剰
余
価
，値
の
取
得
お
よ
び
分
配
は
土
地
所
有
に
よ
っ
て
制
限
.さ
れ
て
い
る 

と
レ
う
こ
と
に
な
る

.

「

わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
剰
余
価
値Q

う
ち
資
本
に
帰
属
す
る
分
前
と
し
て
の
利
潤
に
つ
い
て
語
る
ば
あ
い
に
.は
、

わ_e

わ 

れ
は
、
総
利
潤
，(

.そ
の
分
量
に
お
.い
て
は
総
剰
余
価
値
と
同
一
.
S

 

い
る
と
こ

ろ
の
平
均
利
潤 

(

す
な
わ
ち
企
業
■

得
プ
ラ
ス
利
子)

.

.を

意

味

資

の

で

あ

：？
て
、
、
地

代

の

控

除

が

前

提

さ

れ

て

い

^
 ̂

(Das 

I
t
a
l
,

 

Bd. 

3. 

W
.ミ
し

こ

こ

で

は

.
も
ち
ろ
.ん
土
地
所
有
の
存
在
と
い
う
蓮
の
も
と
で

'の
.
.価
値
法
則
の
貫
徹
に
つ
い
て
、
.論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

地
代
の
形
成
、
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
形
は
土
地
所
有
の
前
提
の
.も
と
で
の
、
：土
地
生
産
物
の
、
価
値
法
則
へ
の
従
属
に
も
と
づ
く
も
の
セ
あ 

り
地
代
生
産
物
へ
の

.「

過
多
な
支
払
い」

は
、
そ
の
も
と
で
の
価
値
篇
の
貫
徹
の
仕
方
に
ほ
か
.な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 

土
地
生
産
物
に
対
し
て
、「

現
実
I

産
価
格」

.だ
け
が
支
払
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
.4

は
義
地
代
は
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ 

う
。
そ
し
て
、
.そ
の
結
果
、
，
労
働
力
の
伽
値
が
引
下
げ
ら
れ
て
、|

般
的
利
潤
率
が
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
.な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た

地
代
に 

転
形
し
た
S

崖

物

、I

本

I

す
る
こ
と
に
t

か
t

れ
な
い
。
し
か
し
、
消
滅
し
產
額
地
代
が
そ
れ
だ
け
一
般
的
利

潤

率

を

高

め

る
 

も
の
で
は
力
な
ら
す
し
も
な
い
し
、：
ま
た
そ
れ
は
消
滅
し
た
義
地
代
の
直
接
的
作
用
で
は
な
い
。
土
地
生
産
物
価
格
の
低
下
が
.労
働
力
の

価
値

を
引
下
げ
、
そ
の
こ
と
が
一
般
的
利
潤
率
を
高
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
消
滅
し
た
差
額
地
代
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
、
土 

地
所
有
は
す
で
に
捨
象
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
土
地
所
有
の
揚
棄
に
も
と
づ
く
、
変
化
し
た
生
産
関
係
の
も
と
で
、.
論
理
が
展
開
さ
れ
ね
ば 

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
..

他
方
、
こ
れ
に
対
し
、
土
地
所
有
に
よ
る
生
産
価
格
以
上
へ
の
市
場
価
値
の
引
上
げ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
絶
対
地
代
は
、
非
農
業
部
門
に
お
い 

て
実
現
す
べ
き
剰
余
価
値
を
土
地
所
有
が
農
業
部
門
に
お
い
て
地
代
と
し
て
実
現
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
相

異

な

る

生

産

部

門

は

資

本

の
 

平

均

的

構

成

が

異

な

る

に

，応

じ

て

相

異

な

る

分

量

の

剰

余

価

値

を

生

産

す

る

が

.、
：「

工
業
に
，お
い
て
は
、
こ
れ
ら
相
異
な
る
分
量
の
剰
余
価
値
は
、
 

平
均
利
潤
に
均
等
化
さ
れ
て
、
社
会
資
本
の
可
除
部
分
と
し
て
の
.個
々
の
諸
資
本
.に
均
等
に
配
分
さ
れ
る
。
土

地

所

有

は

、

生

産

が

農

業

の

た

め
 

で
あ
れ
原
料
採
取
の
た
め
で
あ
れ
、
土
地
を
必
要
と
す
る
場
合
に
.は
、
.土

地

に

投

下

さ

れ
た
諸

資

本

.に

対

す

るこ
の
均
等
化
を
さ
ま
た
げ
て
、
剰 

余
価
値
の
う
ち
か
ら
、
そ
う
で
な
け
れ
ば一

.

般
的
利
潤
率
へ
の
均
等
化
に
参
加
す
る
は
ず
の
.一
部
分
を
、
横
取
り
す
る
の
で
.あ
る
。」

(ibid., Bd.

3. SS. S
0
1
-
S
0
2
.
)

こ
こ
で
は
、
地

代(

す
な
わ
ち
土
地
所
有
に
も
と
'づ
く
地
代
：

===

絶
対
地
代)

は
一
'般
的
利
潤
率
の
.減
少
の
う
え
に
成
立
す
る
。

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

■■

'
三

.問

題

の

展

望

'

.

以
上
、
：
土
地
へ
の
資
本
投
下
を
め
ぐ
っ
て
の
諸
論
点
の
追
求
に
お
い
て
、.
土
地
所
有
が
い
か
に
そ
の
制
約
的
要
因
と
し
て
作
用
す
る
か
を
検
討 

し
て
き
た
。
資
本
蓄
積
の
観
点
か
ら
す
水
ば
、
地
代
は
ほ
か
な
ら
ぬ
剰
余
価
値
か
ら
の
脱
漏
で
あ
る
。.
土
地
所
有
の
存
在
の
も
と
で
は
、
資
本
は 

地

代

の

支

払

い

を

考

慮

に

い

れ

て

再

生

産

を

，お
こ
な
わ

.ね
ば
な
ら
な
い
。：

マ
ル
ク
ス
は
、
産
業
資
本
家
が
支
払
う
地
代
‘
利

子

等

が

、
.
そ
れ
に
よ 

る
消
費
手
段
の
購
入
と
い
う
か
た
ち
で
産
業
資
本
家
に
還
流
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
か
れ
ら
の
致
富
の
方
^
で
あ
る
と
す
る
デ
ス
テ
ュ
ッ
ト
•
ド 

ゥ•

ト
ラ
‘ゾ
.を
批
判
し
て、. ：

つ
ぎ
の
.よ
5
に
：の
：ベ
て
い
る
。'
.
.

「

土
地
と
資
本
を
産
業
資
本
家
.が
不
労
資
本
象
.か
ら
借
り
、
そ
れ
に
対
し
て
剰
余
価
値 

.の
一
.部

を

地

代
'•

.利
子
等
の
形
.で
不
労
資
本
家
に
支
払
，わ
.ね
ば

な
^
ぬ
ど
.い
う
場
合
、.
0
地

と

資

本

と

は

も

ち

ろ

ん

産

業

資

本

家

に

と

.っ
て
は
利 

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理
. 

二

三

(
1
)
1

五

)

.



潤
を
生
む
も
の
.で
あ
っ
た
。
け
だ
し
そ
れ
は
、
.生
産
物
一
般
に
つ
い
て
も
、
ま
た
生
^
物
の
う
ち
剩
余
生
産
物
を
形
成
し
あ
る
い
は
剰
余
価
直
を
. 

あ
ら
わ
す
部
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
生
産
条
件
.の
一
.
つ
で
あ
：っ
：.た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
利
潤
は
、
.
'借
り
た
土
地
お
.よ
び
資
本
のs

用
か
ら
で
て
く 

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
支
払
わ
れ
る
価
格
か
ら
で
て
く
る
の
で
は
な
い
.。
こ
の
価
格
は
む
し
ろ
、
利
潤
か
ら
の
控
除
分
を
な
し
て
い
る
。
そ
う 

で
な
け
れ
ば
、
産
業
資
本
家
た
ち
が
剰
余
価
値
の
の
こ
る
半
分
を
や
っ
'て
し
ま
わ
な
い
で
自
分
自
身
の
と
こ
ろ
に
保
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し 

た
場
合
、
か
れ
ら
は
よ
り
富
裕
に
な
る
の
で
は
な
く
よ
り
貧
乏
に
な
る
の
だ
と
主
張
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
だ
.

が
、

も
し
ひ
と
が
、
貨
T ? 

の
還
流
の
ご
と
き
流
通
現
象
を
ば
、.

か
か
る
流
通
現
象
に
よ
o
て
媒
介
さ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
生
産
物
分
配
と
混
同
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
混
乱
.に
陥 

ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。」

(Das Kapital, Bd. 

2. SS. 491

丨492.)

し
か
も
、
.そ
れ
は
、
資
本
に
よ
る
、
そ
の
存
立
の
前
提
と
し
て
の
、
土
地
所
有
の
措
定
の
も
と
で
、
は
じ
め
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
あ 

る
°
資
本
は
土
地
所
有
の
存
在
そ
.の
も
の
を
、
資
本
が
見
い
だ
す
土
地
所
有
の
諸
形
態
；へ
の
自
ら
の
作
用
を
通
じ
て
、
創
出
す
る
。
そ
れ
は
同
寺 

に
資
本
が
資
本
と
し

.て
存
立
す
る
た
め
の
賃
労
働
創
出
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
資
本
に
，よ
る
、
自
己
の
存
立
の
前
提
と
し
て
の
土 

地
所
有
措
定
は
、
同
時
に
、
資

本

•
土
地
所
有

•
賃
労
働
な
る
三
範
疇
の
成
立
で
あ
り
'.
し
.た
が
.っ
て
、
ま
た
同
時
に
、
土
地
所
有
は
、
資
本
に 

対
す
る
限
定
条
件
と
し
て
の
土
地
所
有
と
し
て
、
独
自
化
し
、
自
立
的
な
形
態
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。.
か
く
し
て
土
地
所
有
者
は
、
資
本
制
生 

産
に
と
っ
て
も
本
質
的
な
、
生
産
諸
条
件
の
一
つ
の
、.
人
格
化
と
し
て
現
象
す
る
。
し
か
も
、
近
代
的
土
地
所
有
の
も
と
に
お
け
る
特
定
の
生
産 

関
係
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
超
過
利
濶
が
地
代
'に
転
形
さ
れ
て
、
.地
代
の
形
態
で
土
地
所
有
者
に
取
得
さ
■れ
る
の
は
、
土
地
所
有
権——

過
去
の 

労
働
の
蓄
積
物
た
る
資
本
と
は
異
な
る
、
土
地
に
対
す
る
所
有
権
一—

.に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
.の
関
係
は
、

土

地

も

あ

ら

ゆ

る

商
！：1

と
同 

様
に
売
買
さ
れ
て
、
土
地
価
格
を
も
つ
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
.、
隠
蔽
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
土

地

は「

価
値
通
り」

支
払
わ
れ
ヒ
も
の
と
し
て 

現
象
し
、
し
た
が
っ
て
地
代
は
そ
れ
に
対
す
る
果
実
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
代
に
対
す
る
請
求
権
は
土
地
の
購
入
に 

よ
っ
て
う
み
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
つ
く
り
だ
し
た
も
の
は
特
定
の
生
産
関
係
に
ほ
か
な
ら
ず
、
土
地
の
購
入
は
地
代
に
対
す
る
請
求

権
の
移
譲
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
.
。
.

こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
の
前
提
の
も
と
で
、
地
代
を
剰
余
価
値
の
.

j

部

と

し

て

、
そ

の

控

除

と

し

て

、
，実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

生

産

関

係 

が
、
農
業
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
は
、
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
.土
地
所
有
.は
、
特
定
の
発
展
の
も
と
で 

は
、
資
本
制
生
産
様
式
の
立
場
か
ら
し
て
も
、.
.よ
け
い
な
、
か
つ
有
害
な
も
の
と
し
て
'現
象
す
る(ibid., Ed. 3. s. 

671 )

と
い
わ
れ
る
に
い
た 

る
。「

1

方
で
は
そ
の
社
会
的
経
営
を
可
能
‘に
し
た
.農
業
の
合
理
化
、

他
方
で
は
土
地
所
有
の
不
合
理
性
の
立
IT
:
、

こ
れ
ら
は
資
本
制
生
産
様
式 

の
偉
大
な
功
績
で
あ
る
。
こ
の
生
産
様
式
は
、
そ
の
も
と
で
の
他
の
す
べ
て
の
歴
史
的
進
歩
と
同
様
、
こ
の
進
歩
を
も
さ
し
あ
た
り
ま
ず
直
接
的 

生
産
者
た
ち
の
完
全
な
窮
乏
化
に
よ
っ
て
購
っ
た
の
で
あ
る
。」
(ibid., Bd. 3. S. 

666.).

近
代
的
土
地
所
有
が
旧
来
の
土
地
所
有
に
対
す
る
資
本
の
作
用
に
よ
っ
て
、
資
本
に
従
属
す
る
と
同
時
に
資
本
の
限
定
条
件
と
し
て
形
成
さ 

れ
、
ま
た
'
近
代
的
土
地
所
有
の
形
成
は
土
地
と
労
働
力
と
の
分
離
、

す
な
わ
ち
賃
労
働
の
析
出
で
も
あ
る
と
い
う
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、.「

資 

本
制
生
産
様
式
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
有
害
な
も
の
と
し
て
現
象
す
る」

.
土
地
所
有
に
対
す
る
否
定
、「

土
地
所
有
の
不
合
理
性」

に
も
と
づ
く 

土
地
所
有
の
否
定
は
ニ
童
で
あ
り
う
る
。
.そ
れ
は
、
資

本

.
土
地
所
有

''
#
賃
労
働
の
.三
範
疇
の
相
互
規
定
的
関
係
の
う
え
に
立
っ
て
、

一
方
で

.
は
、
土
地
所
有
が
資
本
に
加
え
る
圧
迫

-
端
的
に
い
っ
て
、.「

所
有
は
、
借
地
農
業
者
が
結
局
の
と
と
：ろ
自
分
の
利
益
と
は
な
ら
な
い
で
土
；
^

所
有
者
の
利
益
に
帰
す
る
よ
う
な
、
生
産
的
資
本
投
下
を
制
限
す
る」

(ibid.,wd. 

3
,
s
.
00
6
4

)

一

か
ら
の
解
放
で
あ
り
、
他
方
で
は
、「

大
士
也 

所
有
は
労
働
者
か
ら
の
労
働
条
件
の
収
取
の
前
提
で
あ
り
、：
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
資
本
制
生
産
の
前
提
で
あ
り
、
条
件
で
あ
る」

(

g

rBd. 

3. 

S. 

8
7
5
)

と
い
う
こ
と
か
ら
の
解
放
、
す
な
'わ
ち
、
土
地
の
直
接
的
使
用
に
も
と
づ
く
、
自
立
し
た
生
産
者
と
な
る
た
め
の
解
放
で
あJS

。

*

こ
の
点
は
.「

経
済
学
批
判
要
綱」

で
.は
つ
ぎ
の
«t
»う
に
展
開
さ
れ
る
。「

こ
う
し
て
土
地
所
有
は
二
つ
の
.側
®}
か
ら
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
資
本
の
側
か 

ら
の
否
定
は
、
そ
の
専
一
支
配
の
た
め
の
形
態
変
化
に
す
ぎ
な
い
。…

…

貴
労
働
の
侧
か
ら
の
杏
定
は
、
た
だ
資
本
の
、
，し
た
が
っ
て
ま
た
自
分
自
身
の
、
隠 

蔽
さ
れ
た
否
定
で
あ
る
。…

…

こ
の
よ
う
に
し
て〔

土
地
所
有
か
ら
賃
労
働
へ
-2
移
行
は
ニ
重
'で
あ
る
。——

す
な
わ
ち
、
1)
近
代
的
土
地
所
有
か
ら
の
、

「

資
本
論」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

ニ
五
.
ニ

〇

ー
七
ノ



.

.
■:
へ
、で
 

一
一
六(

ー
〇
ー
八)

ま
た
は
近
名

土
地
所
有
を
介
し
て
の
、
，
.
資
本
の
一
股
的
賃
労
働
^
へ
.
.の1
肯
於
的
?'
-0
-
'。
2)
务
か
.
?'
す

す
な
.わ
ち
資
本
に
よ
る
土
地
所
有
の
否
定
、
つ 

ま
り
資
本
に
よ
る
自
立
的
価
値
の
否
定
、
す
な
：わ
ち
ま
さ
に
資
本
の
自
分
自
身
.に
'よ
る
否
定
。
だ
が
賓
本
の
.否
定
'は
、
«'
^

^
で
あ
.る
。
次
に
土
地
所
有
ゥ
否 

定

と

土

^
^
有̂
を
^
し
^

資̂
本
^
賃
労
働
の
侦
ヵ
ら
の
杏
定
' 

-»
v 

V
力
え
.る
な

ら

は

..、
■

;み

ず

か

ら

を

自

立

者

と

し
て
■措
定
し
よ
7っ
と
欲
す
る
_賃
.労

.§
者
0 

• 

(Grundrjisse, 
S
.

1
9
0
.
前
掲
邦
訳
第
ニ
分
冊
.ニ
ー
〇
ー
頁
。
>

そ
し
て
、
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
る
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て
.、'「

資

本

論」

，
は

つ

ぎ

のよ
う
.に
の
ベ
る
め
で
あ
る
。

.

.「

み
ず
か
ら
働
い
て
得
た
、
い
わ
ば
個
々
独
立
の
労
働
個
体
と
そ
0
労
働
諸
条
件
と
の
癒
着
に
も
と
づ
く
私
的
所
有
は
、
,他
人
の
、
し
か
し
孩

式
的
に
は
自
出
な
労
働
の
#
取
に
も
と
、つ
く
資
本
制
的
私
的
所
有(das,kapitalistische privateigentum)

に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る

。」
(Das

K
a
l
l
,
w
d
.
l
.
s
.
_

)
「

資
本
制
生
産
様
式
か
ら
：発
生
す
る
資
本
制
的
取
得
様
式
は
、
し

た

が

っ

て

賢

は

、
邕

6
か

象

S'

礎
と
す
る
個
人
的
な
私
的
所
有
.(das individuelle privateigentuno l

の
第I

の
否
定
で
あ
る
。
だ
が
資
本
制
生
産
は
、
自
然
過
程
の
必
然
性
を

も
っ
て

.

.そ
れ
_
身
の
否
定
を
生
み
だ
す
..こ
れ
は
否
定
め
.否
定
で
あ
る
。
こ
.の
■否
宏
は
、
.私
的

所

有(das privateigentum )

を
西
現
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
：
し
か
し
資
本
制
時
代
の
成
果
を
基
礎
と
す
る
、

す
な
わ
ち
、

L

や
、

±'
办
か
知
,
4
1あ

(der 

G

i

n
 der E

r
d
J

七
兔
傾
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
yL
生
産
手
段
の
共
同
占
有
を
基
礎
と
す
る
個
人
的
所
有(das individuelle E

i
g
e
n
t
u
m
)

を
つ
く
り
だ
す
。
. 

(ibid., Bd. 

L
s
.

0 0

0
3
.

)

こ
こ
で
は
所
有
の
.社
会
的
性
格
が
転
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「

個
人
的
所
有」

と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
個
人
.に
よ
る
土
地
の
自
由
な
利
用
• 

用
益
の
享
受
で
あ
り
、
こ
こ
で
は「

私
的
所
有」

に
お
け
る
独
占
的
'
排
他
的
性
格
が
揚
棄
さ
れ
る
こ
と
に
.な
ん

。

そ

し

て

、
.
所

有

の

社

会

的

性 

格
の
転
化
と
と
も
に
、
本
来
労
働
の
所
産
で
は
な
い「

土
地」

に
対
す
る
所
有
で
あ
る
と
い
う
、
土

地

「

所
有」

の
.基
本
的
性
格
が
あ
ら
わ
に
あ 

ら
わ
れ
る
に
-

> 
た
る
。「

よ
り
高
度
な
経
済
的
社
会
構
成
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
地
球
に
対
す
る
個
々
人
の
私
的
所
有
は
、
あ
た
か
も
あ
る
人
間
に 

対
す
る
他
の
人
間
の
.私
的
所
有
と
同
じ
く
ば
か
げ
た
も
の
に
み
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
社
会
全
体
、

一
国
民
、
い
な
同
時
代
の
諸
社
会
を
一
緒
に
し

た
も
の
で
さ
え
も
、
土
地
の
所
有
者
で
は
な
い
。
か
れ
ら
は
た
だ
'土
地
の
占
有
者
、
.土
地
の
用
益
者
た
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
cr
目 
一
I

s
 

f
a
m
i
l
i
a
s

と
し
て
こ
れ
を
改
，M
し
、

つ
ぎ
の
世
代
に
つ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」

(ibid., 

Bd_ 

3, 

S
,

00
2
6
.

)

*

「

個
人
的
所
有」

に
つ
い
て
は
、「

経
済
学
批
判
要
綱」

の
な
か
で
書
か
れ
た「

資
本
主
義
的
生
産
に
先
行
す
る
諸
形
態」

に
お
け
る
ゲ
ル
マ
シ
的
形
態
に 

関
す
る
叙
述
を
、
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
ル
マ
ン
的
形
態
で
は「

共
同
体
が
共
同
的
に
利
用
さ
れ
る
狩
狐
地
、
牧
草
地
等
の
か
た
ち
の
特 

殊
な
経
済
的
存
在
を
も
つ
か
ぎ
り
、
そ
の
共
同
体
は…

…

各
個
人
的
所
有
者
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
ぅ
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。《

そ

れ

^
^
個

に

汾
 

所
有
者
の
現
実
に
共
同
的
な
所
有
で
あ
る
。」「

共
同
体
は
.‘こ
れ
ら
個
人
的
土
地
所
有
者
そ
の
も
の
の
相
互
の
交
渉
の
ぅ
ち
に
だ
け
存
在
す
る

。

-
f

 

I

f

 

S. 

300
4
.前
掲
邦
訳
第
三
分
册
>
四
一
八
.
四
一
七
頁
。)

. 

.

杯

r
土
地
所
有
の
考
察
は
、
単
に
農
地
の
み
な
ら
ず
、
山
林
.•工
場
用
地
そ
の
他
広
く
一
般
的
生
産
手
段
と
し
て
の
土
地
•
住
宅
用
地
等
を
も
含
め
て
そ
の
対
象 

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.が
、
本
稿
ヤ
は
、
そ
の
基
底
的
な
形
態
と
し
て
、
農
地
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。
ま
た
、
そ
れ
も
、「̂

3;

本
論」

を
ホ
心
と
し
て
、
 

そ
こ
に
お
け
る
土
地
所
有
を
め
.ぐ
る
論
理
を
讓
し
、
整
理
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
土
地
所
有
の
論
理
が
、
そ
の
後
の
経
済
理
論
に
い
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る 

か
も
、
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
.で
、
本
稿
は「

研
究
序
説」

に
止
ま
る
。

U

九
六
七
年
七
月
五
日)

「

資
本
論
.

」

に
お
け
る
土
地
所
有
の
論
理 

ニ

七

(

一
、ノ
ー
.
^
.


